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は
じ
め
に　

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
福
井
城
下
で
武
士
の
子

に
生
ま
れ
た
松
旭
斎
天
一
（
本
名
・
服
部
松
旭
）
は
、

明
治
時
代
を
代
表
す
る
奇
術
師
と
し
て
国
内
外
で
活

躍
し
た
。

　

天
一
は
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
没
し
た
こ

と
か
ら
、
二
〇
一
二
年
は
没
後
一
〇
〇
年
の
節
目
の

年
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
た
め
、
福
井
県
内
で
は
関

連
資
料
の
展
示
会（

１
）を

は
じ
め
、
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界

大
会
「
天
一
祭
」
の
開
催
や
生
誕
地
へ
の
石
碑
建

立
、
講
演
会
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
た
。
筆
者
の
勤
務
先
で
あ
る
福
井
県

立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
で
も
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
天

一
に
関
す
る
調
査
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
を

ふ
ま
え
て
、
二
〇
一
二
年
秋
、
特
集
展
示
「T

H
E 

GREA
T

 T
EN

-ICH
I

～
世
界
に
か
け
た
マ
ジ
ッ
ク

天
下
一
の
夢
～
」
を
開
催
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
展
示
会
の
準
備
段
階
で
発
見
さ

れ
た
新
出
資
料
の
う
ち
、
特
に
天
一
が
被
写
体
と

な
っ
た
写
真
資
料
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
天
一
に
関
す
る
写
真
資
料
と
い
え
ば
、

平
岩
白
風
『
舞
台
奇
術
ハ
イ
ラ
イ
ト
』（
力
書
房
、

一
九
六
一
年
）
や
青
園
謙
三
郎
『
松
旭
斎
天
一
の
生

涯
―
奇
術
師
一
代
―
』（
品
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）、

松
旭
斎
天
洋
『
奇
術
と
私
―
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

日
本
奇
術
史
―
』（
テ
ン
ヨ
ー
、
一
九
七
六
年
）
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
全
て
と
言
っ
て
よ
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
二
年
間
の
調
査
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ

リ
ン
ト
や
未
掲
載
写
真
な
ど
、
合
わ
せ
て
数
十
点
の

写
真
が
福
井
県
内
と
東
京
都
内
と
で
発
見
さ
れ
る
に

至
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
一
二
月
、
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
の
プ

レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
を
受
け
て
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
各
社

が
「
日
本
最
古
の
手
品
の
写
真
発
見
」
の
ニ
ュ
ー
ス

を
報
じ
、
多
く
の
ひ
と
び
と
が
天
一
一
座
の
演
じ
る

奇
術
「
十
字
架
の
磔
」
の
写
真
に
関
心
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
続
く
二
〇
一
二
年
六
月
に
は
「
ベ
ル
ギ
ー
で

の
天
一
の
写
真
」
発
見
が
、
同
年
一
〇
月
に
は
「
彩

色
さ
れ
た
最
古
の
手
品
の
写
真
」
発
見
が
大
き
く
伝

え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
報
道
機
関
向

け
の
情
報
提
供
の
手
法
で
は
言
及
し
き
れ
な
い
点
も

多
く
、
発
見
の
経
緯
や
そ
の
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
も
含
め
て
資
料
の
紹
介
を
行
い
た
く
思
い
、
本

稿
を
な
す
こ
と
に
し
た
。

　

以
下
、
ま
ず
は
天
一
ゆ
か
り
の
写
真
資
料
が
、
没

後
一
〇
〇
年
を
経
て
、
生
ま
れ
故
郷
の
福
井
県
内
か

ら
発
見
さ
れ
た
経
緯
を
述
べ
、
発
見
資
料
の
概
要
を

紹
介
す
る
。そ
の
後
で
二
つ
の
テ
ー
マ
に
し
ぼ
っ
て
、

新
出
資
料
を
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

一　

青
園
謙
三
郎
と
久
保
満
子
の
邂
逅

　

現
在
、
天
一
の
伝
記
と
し
て
基
本
文
献
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
は
『
松
旭
斎
天
一
の
生
涯
』
で
あ

る
（
以
下
『
生
涯
』
と
略
す
）。
没
後
一
〇
〇
年
を
経

て
も
な
お
、
松
旭
斎
天
一
と
い
う
人
物
の
生
い
立

ち
や
業
績
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ひ
と
え

に
『
生
涯
』
の
著
者
・
青
園
謙
三
郎
（
一
九
一
九
―

一
九
九
三
）
の
仕
事
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

青
園
は
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
こ
ろ
か
ら
天

一
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
。
翌
三
九
年
一
月
一
六
日
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五
十
七
巻
二
号

に
は
、当
時
記
者
と
し
て
勤
め
て
い
た
「
福
井
新
聞
」

紙
上
で
「
福
井
が
生
ん
だ
天
下
の
奇
術
師　

松
旭
斎

天
一
の
周
辺
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ

の
時
点
で
天
一
が
没
し
て
か
ら
既
に
五
〇
年
以
上
の

年
月
が
経
過
し
て
い
た
。
天
一
は
三
〇
代
半
ば
で
生

活
拠
点
を
東
京
に
移
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
福
井
県

内
で
は
ゆ
か
り
の
資
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、

調
査
は
難
航
し
た
よ
う
で
あ
る
。
先
の
記
事
中
で
も

天
一
情
報
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
ほ
ど
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
な
い
し

四
〇
年
ご
ろ
、
青
園
は
天
一
の
四
女
・
久
保
満
子

（
一
八
九
七
―
一
九
七
〇
）
と
「
奇
跡
に
ち
か
い
」
出

会
い
を
果
た
し
、
調
査
は
劇
的
に
進
展
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

旧
姓
・
服
部
満
子
は
天
一
没
後
の
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）、
福
井
県
坂
井
郡
春
江
村
（
現
坂
井
市
）

に
本
籍
を
持
つ
久
保
三
郎
と
入
籍
し
た
。
天
一
は
生

前
、
元
福
井
藩
家
老
職
の
狛
家
を
通
じ
て
「
自
分
の

娘
を
福
井
の
人
と
め
あ
わ
せ
た
い
」
と
言
っ
て
い
た

と
い
う
。
狛
家
は
、
天
一
の
父
牧
野
海
平
が
仕
え
た

家
で
あ
り
、
服
部
家
か
ら
す
れ
ば
旧
の
主
筋
に
あ
た

る
家
で
あ
る（

２
）。

天
一
に
は
「
自
分
の
こ
ど
も
を
福

井
へ
残
そ
う
」
と
い
う
「
夢
」
が
あ
っ
た
と
青
園
は

み
て
い
る（

３
）。

　

そ
の
久
保
満
子
は
戦
後
に
な
り
、
夫
の
本
籍
地
に

住
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
青
園
と
の
邂
逅
に

つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
天
一
の
夢
」

は
意
外
な
形
で
大
き
な
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
忘

れ
ら
れ
て
い
た
天
一
の
正
確
な
伝
記
を
書
き
た
い
、

と
い
う
青
園
の
熱
意
が
通
じ
た
こ
と
か
ら
、
満
子
は

「
親
類
を
は
じ
め
、
か
っ
て
の
天
一
の
弟
子
で
ま
だ

存
命
中
の
人
々
に
連
絡
し
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
資

料
を
集
め
る
努
力
を
始
め
た
」
と
い
う
。
こ
う
し
て

天
一
ゆ
か
り
の
品
々
が
生
ま
れ
故
郷
の
福
井
に
集
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
青
園
と
満
子
が
出
会
わ
な

け
れ
ば
、
あ
る
い
は
天
一
関
係
資
料
は
散
逸
を
免
れ

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
天
一
の
弟
子
・

松
旭
斎
天
洋
と
青
園
と
の
交
流
も
、
満
子
の
仲
介
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
二
日
、
満
子
や

天
洋
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、青
園
は「
福

井
新
聞
」
紙
上
に
「
聞
き
書
き
松
旭
斎
天
一
伝
」
を

連
載
し
始
め
る
（
以
下
「
聞
書
」
と
略
す
）。
同
年
七

月
二
七
日
ま
で
九
七
回
続
い
た
連
載
で
は
、
毎
回
図

版
が
掲
載
さ
れ
、
天
一
を
撮
っ
た
写
真
や
ゆ
か
り
の

品
々
の
写
真
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
た
。こ
の
う
ち「
久

保
満
子
さ
ん
所
蔵
」
と
し
て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
、

一
五
点
の
ゆ
か
り
の
品
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た（

４
）。

・
第
二
七
回
「
松
旭
斎
天
一
の
自
筆
『
聊
自
楽
』」

・
第
三
一
回
「
天
一
自
筆
の
だ
る
ま
画
像
」

・
第
三
四
回
「
天
一
が
つ
く
ら
せ
た
ゆ
か
た
地
」

・
第
四
二
回
「
天
一
が
晩
年
つ
く
ら
せ
た
手
ぬ
ぐ
い
」

・�

第
四
三
回
「
松
旭
斎
天
一
を
図
案
化
し
た
も
の
入

れ
」

・�

第
四
四
回
「
天
一
が
だ
る
ま
を
た
く
さ
ん
か
い
た

サ
イ
フ
」

・
第
五
七
回
「
天
一
の
か
い
た
『
だ
る
ま
』」

・
第
六
一
回
「
天
一
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」

・�

第
六
九
回
「
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
、
公
使
館
の
阿
部

守
太
郎
か
ら
天
一
へ
の
連
絡
へ
の
手
紙
」

・�

第
七
一
～
七
三
回
「
天
一
自
筆
の
帰
朝
あ
い
さ
つ

原
稿
」

・�

第
七
四
回
「
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
将
校
団
か
ら
天

一
に
贈
ら
れ
た
絹
地
の
旗
」

・
第
八
六
回
「
天
一
が
和
歌
を
賛
し
た
画
帳
」

・
第
八
九
・
九
一
・
九
二
・
九
四
回
「
牧
野
家
聞
書
」

・
第
九
三
回
「
天
一
自
筆
の
一
族
法
名
」

・�

第
九
三
回
「
晩
年
の
天
一
が
好
ん
で
か
い
た
だ
る
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ま
」

　

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）、
こ
の
「
聞
書
」
の

内
容
を
ま
と
め
直
し
て
一
冊
の
本
に
し
た
も
の
が

『
生
涯
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
満
子
は
昭
和
四
五

年
（
一
九
七
〇
）
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
青
園
も
平

成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
死
去
し
た
。
こ
の
後
、
満

子
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
の
行
方
を
気
に
か
け

る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て

二
〇
一
〇
年
時
点
で
は
、
天
一
や
奇
術
史
に
関
心
を

寄
せ
る
者
で
さ
え
、「
聞
書
」
に
掲
載
さ
れ
た
こ
れ

ら
品
々
の
所
在
が
全
く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る（

５
）。

　

二　

調
査
成
果
の
概
要

　

筆
者
は
、
満
子
の
収
集
に
か
か
る
天
一
ゆ
か
り
の

品
々
が
、
今
な
お
久
保
家
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
、
満
子
の
孫
・
久
保
正
夫
氏
に
御
宅
の
調
査

を
依
頼
し
た
。

（
一
）
二
〇
一
一
年
の
調
査

　

現
在
、
首
都
圏
に
在
住
さ
れ
る
正
夫
氏
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
二
日
、
坂
井
市
内

の
久
保
家
旧
宅
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

久
保
家
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
庄
屋
や
大
庄
屋

を
勤
め
た
家
で
あ
り
、
越
前
諸
藩
に
多
額
の
調
達
金

を
命
じ
ら
れ
る
豪
農
で
も
あ
っ
た
。
同
じ
坂
井
郡
の

豪
農
で
あ
り
、
自
由
民
権
運
動
で
著
名
な
杉
田
定
一

の
実
母
・
隆り

う

も
、
こ
の
久
保
家
の
出
身
で
あ
る
。
当

家
に
は
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
資
料
が
数
多
く

所
蔵
さ
れ
て
い
た（

６
）。

　

筆
者
は
満
子
が
所
持
し
て
い
た
前
掲
資
料
が
、
一

ま
と
ま
り
に
な
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
と
予
測

し
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
目
論
見
は
外
れ
た
。
こ

の
と
き
の
久
保
家
の
調
査
で
は
、
満
子
の
遺
品
を
保

管
し
た
と
思
わ
れ
る
箱
や
袋
の
中
か
ら
、
次
の
三
点

の
資
料
が
バ
ラ
バ
ラ
に
見
つ
か
っ
た
だ
け
で
調
査
は

時
間
切
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
点
目
は「
聞
書
」第
三
四
回
で
紹
介
さ
れ
た「
天

一
」
柄
の
浴
衣
で
あ
り
、
二
点
目
が
「
聞
書
」
で
は

紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
黒
い
写
真
ア
ル
バ

ム
、
そ
し
て
三
点
目
が
天
一
の
長
子
・
服
部
薫
正
に

宛
て
ら
れ
た
絵
葉
書
・
書
簡
群
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
の
黒
い
写
真
ア
ル
バ
ム
（
以
下
、「
久
保

ア
ル
バ
ム
」
と
仮
称
）
こ
そ
が
、「
日
本
最
古
の
奇
術

写
真
」
を
は
じ
め
、
天
一
ら
奇
術
師
を
被
写
体
と
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
を
数
多
く
収
め
る
奇
術

史
上
貴
重
な
資
料
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
薫
正

宛
て
の
絵
葉
書
・
書
簡
群
に
も
、
天
一
の
養
子
に
し

て
弟
子
の
松
旭
斎
天
二
、
同
じ
く
弟
子
の
松
旭
斎
小

天
一
か
ら
の
絵
葉
書
が
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
九
通

含
ま
れ
て
い
た（

７
）。

（
二
）
二
〇
一
二
年
の
調
査

　

久
保
家
の
二
度
目
の
調
査
は
、
二
〇
一
二
年
五
月

二
七
日
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
公
益
社
団
法
人
日

本
奇
術
協
会
に
よ
り
、
福
井
市
順
化
一
丁
目
の
旧
大

名
町
に
「
松
旭
斎
天
一
生
誕
の
地
碑
」
が
建
立
さ
れ
、

そ
の
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
式
典
に
出
席
す
る

た
め
来
福
さ
れ
た
正
夫
氏
に
依
頼
し
て
、
旧
宅
の
再

調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
時
の
調
査
で
は
、「
聞
書
」
に
「
松
旭
斎
天

一
の
自
筆
『
聊
自
楽
』」（
第
二
七
回
）、「
天
一
自
筆

の
だ
る
ま
画
像
」（
第
三
一
回
）、「
天
一
の
か
い
た
『
だ

る
ま
』」（
第
五
七
回
）
と
し
て
写
真
掲
載
さ
れ
た
書

画
を
載
せ
る
一
冊
の
画
帖
が
見
つ
か
っ
た
。
ほ
か
に

も
、
ベ
ル
ギ
ー
の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
の
天
一
を

撮
影
し
た
肖
像
写
真
が
一
点
（「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
写
真
」

と
仮
称
）、
天
一
は
じ
め
松
旭
斎
派
の
奇
術
師
の
写

真
を
収
め
た
赤
色
の
リ
ン
グ
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
が
一
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五
十
七
巻
二
号

冊
（「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
と
仮
称
）、「
天
一
宗
家
五
十

年
法
要
記
念
ア
ル
バ
ム
（
昭
和
四
四
年
六
月
八
日
）」

が
一
冊
、青
園
か
ら
久
保
家
に
宛
て
た
手
紙
が
一
通
、

「
聞
書
」
は
じ
め
天
一
関
係
の
新
聞
記
事
の
切
抜
き

な
ど
が
見
つ
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
写
真
」
は
全
く

の
新
出
資
料
で
あ
り
、
謎
の
多
い
天
一
の
欧
米
巡
業

の
一
端
を
解
明
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
く
、「
天

洋
ア
ル
バ
ム
」
も
ま
た
、
天
一
ゆ
か
り
の
写
真
の
伝

来
と
普
及
の
謎
を
解
く
鍵
を
握
る
資
料
と
言
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
当
初
は
「
聞
書
」
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
か
ら
、
天
一
ゆ
か
り
の
品
々
の
所
在
を
確
認

す
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
結
果

的
に
は
新
た
に
多
く
の
写
真
資
料
が
見
つ
か
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
発
見
と
そ
の
報
道
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
さ

ら
な
る
新
資
料
の
発
見
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

三
「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
と
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」

（
一
）「
久
保
ア
ル
バ
ム
」

　

二
〇
一
一
年
に
見
つ
か
っ
た
「
久
保
ア
ル
バ
ム
」

（
縦
二
〇
・
二
×
横
二
八
・
七
ｃ
ｍ
）
に
収
ま
る
の
は
、
肖

像
写
真
や
家
族
写
真
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
す

で
に
ほ
と
ん
ど
の
写
真
が
ア
ル
バ
ム
本
体
か
ら
は
剥

離
し
て
い
る
た
め
、
裏
面
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
昭
和
三
年
／
久
保
美マ

津マ

子
／
美マ

佐マ

子
」
や
「
昭
和

九
年
正
月
三
日
／
三
郎　

四
十
三
才
／
美マ

津マ

子　

卅

八
才
」
と
い
っ
た
裏
書
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

本
ア
ル
バ
ム
は
元
来
、
久
保
満
子
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
ア
ル
バ
ム
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き

る
。
従
っ
て
、
満
子
の
父
・
天
一
や
母
・
梅
乃
の
肖

像
写
真
、
兄
弟
と
の
家
族
写
真
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
一
一
座
の
集
合
写
真
や
弟
子
の
天
二
、

天
勝
ら
の
写
真
も
あ
り
、
な
か
に
は
奇
術
を
演
じ
る

写
真
も
数
点
含
ま
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
明
治

二
〇
年
代
初
頭
の
天
一
一
座
を
撮
影
し
た
と
思
わ

れ
る
写
真
や
明
治
三
四
年
～
三
八
年
（
一
九
〇
一
～

一
九
〇
五
）
の
足
か
け
五
年
に
及
ん
だ
欧
米
巡
業
中

の
一
座
の
写
真
、
晩
年
の
天
一
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
写

真
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
う
ち
の
一
四
点
は
、

既
に
「
聞
書
」
や
『
生
涯
』『
奇
術
と
私
』
に
掲
載

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
写
真
で
あ
っ
た
。そ
の
意
味
で
、

こ
れ
ら
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
は
、
既
発
表
写
真
の
所

在
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、「
新
発
見
」
に

は
あ
た
ら
な
い
、
と
す
る
見
方
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
と
お
り
、
既
に
書
籍
等

に
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
、
い
ず
れ
も
複
製
写
真
か
ら

の
掲
載
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
の

意
義
は
大
き
く
、
や
は
り
「
新
発
見
」
だ
っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
天
一
自
身
が
写
る
も
の
と
し
て
四
点
、
欧

米
巡
業
中
の
座
員
が
写
る
も
の
ま
で
含
め
る
と
合
計

五
点
が
、
こ
れ
ま
で
に
未
掲
載
の
新
出
写
真
で
あ
り

（
五
五
頁
写
真
参
照
）、
家
族
や
弟
子
だ
け
が
写
る
も

の
ま
で
含
め
る
と
一
〇
点
以
上
が
新
出
資
料
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
に
貼
り
こ
ま
れ
た
写
真

の
一
部
に
は
不
自
然
な
形
に
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
た
形

跡
が
何
か
所
か
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
薄
く
剥
が
さ
れ

て
貼
り
込
ま
れ
た
写
真
も
多
い
こ
と
か
ら
、
別
の
ア

ル
バ
ム
に
あ
っ
た
写
真
を
剥
が
し
て
貼
り
直
し
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
二
）「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」

　

二
〇
一
二
年
に
発
見
さ
れ
た
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
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松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

明治 30 年代　天一の家族写真

明治 42 年～ 44 年の一座の写真　前列中央が天一、左端が天二

「久保アルバム」中の新出写真

明治 37 年頃　欧米巡業中の座員
前列が天寿、後列左が天勝、右が麻生まつ

明治 42 年以降
前列右が天一、左が天二、後列右が天勝

明治 42 年以降
前列中央が天一、右が天二、後列右が天勝

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



56

若
越
郷
土
研
究　

五
十
七
巻
二
号

（
縦
二
九
・
〇
×
横
二
五
・
五
ｃ
ｍ
）
は
、
第
一
紙
に
「
贈

呈　

久
保
家
／
喜
翁　

松
旭
斎
天
洋
／
昭
和
四
十
年

初
夏
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
九
六
五

年
、
松
旭
斎
天
洋
（
一
八
八
八
―
一
九
八
〇
）
が
喜
寿

の
祝
い
と
し
て
久
保
家
に
贈
呈
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
同
様
の
ア
ル
バ
ム
は
、
現
在
把
握
し

て
い
る
だ
け
で
も
、
河
合
勝
マ
ジ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
へ
の
二
冊
の
伝
来
が
確
認
さ
れ
て
お
り（

８
）、

親
類

や
奇
術
関
係
者
に
一
定
数
を
配
布
し
た
こ
と
が
推
測

で
き
る
。

　

久
保
家
本
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
に
は
、
天
一
、
天

二
、
天
勝
、
天
洋
と
い
っ
た
、
松
旭
斎
一
門
の
奇
術

師
の
写
真
が
四
七
点
貼
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
三

点
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
み
で
写
真
が
欠
落
）。
一
方
、
河

合
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
の
二
冊
の
う
ち
、
欠
落
の
少
な

い
方
に
は
四
九
点
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、天
洋
が
配
布
し
た
ア
ル
バ
ム
は
、

も
の
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　

ま
た
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
の
特
長
と
し
て
、
写
真

の
一
点
一
点
に
、
天
洋
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
撮
影
年
や
被
写

体
の
人
名
が
簡
潔
に
示
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
資
料

的
価
値
は
高
い（

９
）。

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
発
刊
の

『
生
涯
』
に
は
、
天
一
や
そ
の
弟
子
た
ち
を
撮
影
し

た
明
治
期
の
写
真
が
一
四
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
の
一
三
点
は
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）

の
「
聞
書
」
連
載
段
階
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
同
一

の
も
の
で
あ
る（

⓾
）。

青
園
は
こ
の
「
聞
書
」
執
筆
の

た
め
の
調
査
を
進
め
る
な
か
で
集
ま
っ
た
写
真
を
、

一
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
ま
と
め
た
。
現
在
、
福
井
市
立

郷
土
歴
史
博
物
館
で
所
蔵
さ
れ
る
青
園
の
ア
ル
バ
ム

を
み
て
み
る
と
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
た
写
真
を

接
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
天
一
の
基
本
文
献
で
あ
る
『
生
涯
』
を
介

し
て
流
布
し
た
写
真
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
、
元
を
た

ど
れ
ば
昭
和
四
〇
年
に
配
布
さ
れ
た
「
天
洋
ア
ル
バ

ム
」
の
写
真
の
複
製
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
と
「
久
保
ア
ル
バ

ム
」
の
写
真
を
見
比
べ
て
み
た
い
。「
天
洋
ア
ル
バ

ム
」
の
う
ち
一
四
点
が
「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
も

の
と
同
一
の
写
真
で
あ
る
（
う
ち
一
○
点
に
天
一
が
写

る
）。
し
か
し
、
よ
く
見
て
み
る
と
、
肉
眼
で
も
は
っ

き
り
わ
か
る
程
に
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
の
写
真
の
解

像
度
は
低
く
、
ま
た
プ
リ
ン
ト
の
範
囲
も
狭
い
（
右

掲
写
真
参
照
）。
次
章
に
詳
し
く
み
る「
十
字
架
の
磔
」

の
写
真
は
、
い
び
つ
な
楕
円
形
に
ト
リ
ミ
ン
グ
が
な

さ
れ
て
お
り
、
背
景
に
黒
い
台
紙
が
写
り
込
ん
で
い

る
が
、
こ
の
形
状
が
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
と
「
久
保

ア
ル
バ
ム
」
と
で
合
致
す
る（

⓫
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
か 欧米巡業中の写真（左 : 天洋アルバム、右 : 久保アルバム）
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松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

ら
考
え
る
と
、「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
中
の
天
一
が
写
っ

た
全
て
の
写
真
が
、「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
中
の
写
真

の
複
製
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
久
保
ア
ル

バ
ム
」
の
写
真
は
原
版
か
ら
プ
リ
ン
ト
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
方
の
「
天

洋
ア
ル
バ
ム
」
の
も
の
は
、
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
接

写
し
て
つ
く
ら
れ
た
コ
ピ
ー
な
の
で
あ
る
。

　

天
洋
は
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
を
配
布
す
る
昭
和

四
〇
年
よ
り
早
い
段
階
で
、
お
そ
ら
く
は
天
一
の
遺

族
の
所
蔵
す
る
写
真
か
ら
複
製
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ

が
ア
ル
バ
ム
配
布
に
よ
っ
て
奇
術
関
係
者
な
ど
に

流
布
し
、
更
に
は
青
園
の
『
生
涯
』
出
版
に
よ
っ

て
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

⓬
）。

従
っ
て
、

二
〇
一
一
年
の
発
見
に
至
る
ま
で「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」

の
写
真
が
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

四　

天
一
一
座
の
「
磔
写
真
」

　
「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
に
収
ま
る
天
一
の
写
真
の
う

ち
、
最
も
注
目
す
べ
き
写
真
は
「
日
本
最
古
の
奇
術

写
真
」
と
さ
れ
る
「
十
字
架
の
磔
」
の
写
真
で
あ

ろ
う
（
以
下
「
磔
写
真
」
と
仮
称
。
五
九
頁
写
真
参
照
）。

こ
こ
で
は
、
こ
の
写
真
発
見
の
経
緯
と
写
真
の
持
つ

意
義
、
奇
術
の
演
目
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し

て
い
き
た
い
。

（
一
）「
磔
写
真
」
の
紹
介
史

　

ま
ず
は
「
磔
写
真
」
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
て
き
た
か
を
見
て
お
き
た
い
。

　

管
見
の
限
り
で
「
磔
写
真
」
を
掲
載
し
た
最
初
の

文
献
は
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
刊
行
さ
れ
た

『
秘
宝
珍
奇
図
鑑
』（
東
洋
文
化
協
会
）
で
あ
る（

⓭
）。

本
書

は
「
岩
倉
具
視
筆
『
君
ヶ
代
』」
に
始
ま
り
、「
秀
吉

所
用
の
鞍
と
鐙
」「
郵
便
に
関
す
る
最
初
の
太
政
官

布
告
」
な
ど
、
歴
史
上
の
人
物
や
事
柄
に
ま
つ
わ
る

史
料
写
真
を
掲
載
し
た
書
籍
で
あ
る
。
そ
の
一
四
五

頁
に
「
松
旭
斎
天
一
の
大
奇
術
」
と
題
し
て
「
磔
写

真
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に

は
「
明
治
二
十
年
前
後
の
写
真
」
と
あ
り
、
次
の
よ

う
な
解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

�

写
真
に
見
る
十
字
架
上
の
少
女
は
槍
に
て
刺
さ
れ

て
鮮
血
溢
る
と
見
る
間
に
嫣
然
と
し
て
微
傷
も
な

く
再
び
舞
台
に
進
み
来
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
槍

の
穂
先
が
柄
の
中
に
入
り
、
同
時
に
赤
イ
ン
キ
を

噴
出
す
る
仕
掛
で
あ
つ
て
、
是
が
又
非
常
な
る
評

判
を
得
た
の
で
あ
る
が
後
に
此
演
技
は
禁
止
さ
れ

て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
写
真
が
楕
円
形
に
ト
リ

ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
点
、ま
た
「
松
旭
斎
天
洋
師
蔵
」

と
あ
る
点
で
あ
る
。

　

戦
後
の
文
献
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
平
岩
白
風

『
舞
台
奇
術
ハ
イ
ラ
イ
ト
』（
一
九
六
一
年
）
に
「
最

古
の
奇
術
の
舞
台
写
真
『
十
字
刑
の
磔
』」
と
題
し

て
紹
介
す
る
も
の
が
、
最
も
早
い
例
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
の
よ
う
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

�

奇
術
の
舞
台
写
真
と
し
て
、
も
っ
と
も
古
い

と
思
わ
れ
る
初
代
松
旭
斎
天
一
（
一
八
五
二マ

マ

―

一
九
一
二
）
の
「
十
字
刑
の
磔
」
を
、
ご
覧
に
い

れ
よ
う
。
天
一
を
大
お
じ
さ
ん
（
祖
母
の
弟
）
に

す
る
松
旭
斎
天
洋
の
所
蔵
だ
が
、
撮
し
た
年
代
や

場
所
は
は
っ
き
り
し
な
い
（
一
一
一
頁
）。

　

写
真
は
『
秘
宝
珍
奇
図
鑑
』
と
同
じ
く
天
洋
の
所

蔵
品
で
あ
り
、
四
隅
が
丸
く
ト
リ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
「
も
っ
と
も

古
い
」「
奇
術
の
舞
台
写
真
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

平
岩
と
も
交
流
の
あ
っ
た
青
園
は
、
昭
和
四
一
年

（
一
九
六
六
）
の
「
聞
書
」
第
三
七
回
で
「
最
古
の
奇
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五
十
七
巻
二
号

術
写
真
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
「
松
旭
斎
天
洋

氏
提
供
」
の
「
磔
写
真
」
を
掲
載
し
た
。

　

�

こ
こ
に
き
わ
め
て
珍
し
い
写
真
が
あ
る
。
松
旭

斎
天
洋
氏
が
秘
蔵
し
て
い
る
天
一
一
座
の
舞
台

写
真
で
あ
る
。
説
明
に
よ
る
と
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
）
の
撮
影
で
、
日
本
最
古
の
奇
術
写
真

だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
の
後
、
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
に
は
青
園

が
『
生
涯
』
に
「
日
本
最
古
の
奇
術
写
真
」
と
し
て

掲
載
し
（
七
七
頁
）、
同
年
、
天
洋
も
ま
た
自
伝
『
奇

術
と
私
』
に
「
明
治
時
代
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
音

楽
団
（
明
治
二
〇
年
）」
と
題
し
て
「
磔
写
真
」
を
掲

載
し
た
（
五
七
頁
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
磔
写
真
」
は
、
戦
前
か
ら

天
洋
所
蔵
の
も
の
が
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

一
九
六
〇
年
代
に
は
、
そ
れ
が
「
日
本
最
古
の
奇
術

写
真
」と
し
て
紹
介
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
見
て
き
た
。

そ
の
後
、『
生
涯
』
と
『
奇
術
と
私
』
は
、
奇
術
史

や
芸
能
史
に
関
心
を
抱
く
人
た
ち
に
は
よ
く
読
ま
れ

た
た
め
、
こ
の
写
真
は
著
名
な
奇
術
の
古
写
真
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
天
洋
の
コ
ピ
ー

　

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
生
ま
れ
た
天
洋

が
、
天
一
一
座
に
入
門
し
た
の
は
明
治
三
八
年

（
一
九
〇
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
明
治
一
八

年
（
一
八
八
五
）
な
い
し
二
〇
年
前
後
の
写
真
と
し

て
紹
介
さ
れ
る
「
磔
写
真
」
が
、
天
洋
自
身
の
写
っ

た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
昭
和
一
一
年

（
一
九
三
六
）
の
『
秘
宝
珍
奇
図
鑑
』
に
は
既
に
「
松

旭
斎
天
洋
師
蔵
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
時
点
よ
り
前
に
、
天
洋
は
「
磔
写
真
」
を

入
手
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
、
自
身
が
写
る

わ
け
で
も
な
い
写
真
を
天
洋
は
所
持
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

天
洋
は
天
一
の
又
甥
（
姉
の
孫
）
に
あ
た
る
服
部

家
の
親
戚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
一
の
没
後
も
遺
族

と
親
交
を
持
ち
続
け
た（

⓮
）。

ま
た
、
後
に
『
日
本
奇

術
史
』
の
発
刊
を
企
て
る
ほ
ど
奇
術
史
に
関
心
を
抱

い
て
お
り
、
師
の
天
一
を
尊
敬
す
る
思
い
も
強
い
こ

と
か
ら
そ
の
顕
彰
に
も
熱
心
で
あ
っ
た（

⓯
）。

こ
う
し
た

交
流
や
関
心
の
な
か
、
戦
前
の
早
い
段
階
で
、
天
洋

は
天
一
や
そ
の
弟
子
た
ち
の
写
真
の
複
製
を
つ
く
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
れ
ら
を
整
理
し
、

焼
き
増
し
し
て
、
配
布
し
た
も
の
が
昭
和
四
〇
年
の

「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

⓰
）。

　

天
洋
所
蔵
の
「
磔
写
真
」
も
、
こ
れ
ら
複
製
写
真

の
う
ち
の
一
枚
で
あ
る
。
こ
の
写
真
は
『
舞
台
奇
術

ハ
イ
ラ
イ
ト（

⓱
）』

や
「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」『
生
涯
』『
奇

術
と
私
』
な
ど
を
通
じ
て
流
布
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
元
が
複
製
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
出
版
当
時
の

印
刷
技
術
の
低
さ
、
図
版
の
小
さ
さ
も
相
ま
っ
て
、

「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
と

比
較
す
る
と
著
し
く
情
報
量
が
少
な
い
。
例
え
ば
、

左
端
に
写
る
大
礼
服
姿
の
天
一
の
頭
上
に
、
長
方
形

の
物
体
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
の

み
、
こ
れ
が
「
天
一
」
と
書
か
れ
た
旗
だ
っ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
ま
た
、
天
一
の
衣
装
の
刺
繍
の
細
部

や
帽
子
に
つ
け
ら
れ
た
「CH

I

」
の
文
字
（
お
そ
ら

く
「T

EN
-ICH

I

」
の
一
部
）
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
し

か
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
出
版

物
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
「
日
本
最
古
の
奇
術
写
真
」

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
は

奇
術
史
研
究
上
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
で
あ
っ

た
。

（
三
）「
彩
色
磔
写
真
」
の
発
見

　
「
磔
写
真
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
発
見
の

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



59

長
野　

松
旭
斎
天
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て
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五
十
七
巻
二
号

報
道
は
、
更
に
別
の
「
磔
写
真
」
の
発
見
に
も
つ
な

が
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
一
二
月
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物

館
副
館
長
の
西
村
英
之
氏
か
ら
筆
者
の
元
に
連
絡
が

入
っ
た
。
写
真
史
を
専
門
と
す
る
西
村
氏
は
、以
前
、

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
で
古
写
真
の
調
査
を
行
っ

た
際
、
彩
色
さ
れ
た
「
磔
写
真
」
を
見
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。
西
村
氏
の
見
た
写
真
は
、
幕
末
明
治
期

の
科
学
技
術
資
料
群
「
赤
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（

⓲
）」

に

含
ま
れ
る
横
浜
写
真
の
一
枚
だ
っ
た
。

　

こ
の
横
浜
写
真
と
は
、
幕
末
か
ら
明
治
三
〇
年
代

の
中
ご
ろ
、
日
本
の
名
所
風
景
や
風
俗
習
慣
を
撮
影

し
、
手
彩
色
を
施
し
て
外
国
人
に
販
売
し
た
も
の
を

い
う
。
鶏
卵
紙
焼
付
写
真
に
彩
色
を
施
し
て
台
紙
に

貼
り
、
蒔
絵
の
表
紙
を
付
け
て
装
丁
し
た
ア
ル
バ
ム

と
、
ガ
ラ
ス
板
に
焼
き
付
け
て
彩
色
し
た
幻
灯
写
真

の
二
形
態
が
あ
っ
た
。
焼
き
付
け
た
写
真
が
ま
だ
生

乾
き
に
あ
る
段
階
で
、
写
真
館
所
属
の
絵
付
師
が
日

本
絵
具
を
摺
り
付
け
て
彩
色
し
た
の
で
あ
る（

⓳
）。

　

西
村
氏
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
二
〇
一
二
年
八

月
二
八
日
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
「
写
真
帳
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
」（
資
料
番
号
九
〇
三
六
〇
四
四
二
）
を
調
査
し

た
。
写
真
帳
に
は
、
蒔
絵
の
表
紙
（
縦
二
三
・
四
×
横

二
九
・
六
ｃ
ｍ
）
が
つ
け
ら
れ
、
五
〇
点
の
彩
色
写
真

が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
四
二
点
目
に
「217 

M
O

D
ERN

 JU
GGLERY

」（
近
代
奇
術
）
と
題
の

つ
い
た
「
磔
写
真
」
が
あ
っ
た
（
以
下
「
彩
色
磔
写
真
」

と
仮
称
。
五
九
頁
写
真
参
照
）。

　

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、こ
の
「
彩
色
磔
写
真
」

は
、「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
「
磔
写
真
」
に
彩
色
を

施
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
久
保
ア
ル

バ
ム
」
の
「
磔
写
真
」
で
は
、左
端
に
天
一
が
写
り
、

十
字
架
の
女
性
、
そ
れ
を
槍
で
突
く
男
性
、
そ
の
他

楽
団
員
ら
九
人
、
合
計
一
二
人
の
座
員
が
写
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
「
彩
色
磔
写
真
」
で
は
、
天
一
は

ほ
ぼ
中
央
に
写
り
、
そ
の
左
側
に
更
に
七
人
の
座
員

が
写
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。う
ち
一
人
は
槍
を
構
え
、

一
人
は
ラ
ッ
パ
、
一
人
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
演
奏

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
際
の
被
写
体
は
一
九
人
で

あ
っ
て
、
十
字
架
の
女
性
を
、
槍
を
持
っ
た
男
性
が

二
人
が
か
り
で
突
く
形
と
な
っ
て
い
る
。「
久
保
ア

ル
バ
ム
」
の
「
磔
写
真
」
に
ト
リ
ミ
ン
グ
が
施
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
だ
が
、「
彩
色
磔
写

真
」
の
発
見
に
よ
り
、
写
真
の
本
来
の
形
状
が
初
め

て
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
写
真
が
重
要
で
あ
る
の
は
、
撮

影
し
た
写
真
館
が
判
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
写

真
帳
に
は
標
題
紙
が
と
じ
込
ま
れ
、
そ
こ
に
は

「JA
PA

N

」
と
い
う
題
と
と
も
に
「Y

O
K

O
H

A
M

A
 

A
.FA

RSA
RI &

 CO
.

」
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
。
フ
ァ
ル
サ
ー
リ
商
会
は
、
明
治
一
八
年

（
一
八
八
五
）、
イ
タ
リ
ア
人
写
真
家
ア
ド
ル
フ
ォ
・

フ
ァ
ル
サ
ー
リ
（A

dolfo Farsari 

一
八
四
一
―

一
八
九
八
）
と
玉
村
康
三
郎
に
よ
っ
て
横
浜
の
居
留

地
で
創
業
し
た
。
フ
ァ
ル
サ
ー
リ
は
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）
に
帰
国
す
る
が
、
そ
の
後
も
フ
ァ
ル

サ
ー
リ
商
会
の
名
で
経
営
は
続
い
て
い
く
。

　

天
一
一
座
が
「
磔
写
真
」
を
横
浜
の
フ
ァ
ル
サ
ー

リ
商
会
で
撮
影
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
治

二
一
年
（
一
八
八
八
）
以
降
の
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ

な
ら
、
確
認
で
き
る
限
り
で
、
天
一
一
座
は
こ
れ
よ

り
前
に
横
浜
に
来
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
西
日
本
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
天
一

は
、
明
治
二
一
年
正
月
、
名
古
屋
千
歳
座
で
の
興
行

を
皮
切
り
に
東
海
地
方
を
巡
業
す
る
。
そ
し
て
七
月

に
横
浜
の
曲
馬
小
屋
で
興
行
を
打
ち
、一
一
月
一
日
、

初
の
東
京
興
行
を
浅
草
文
楽
亭
で
行
っ
た
。
こ
の
興

行
で
の
成
功
を
機
に
、
天
一
一
座
の
名
は
広
く
世
に

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
も
清
国
と
九
州
で
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松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

興
行
し
た
期
間
（
明
治
二
二
年
一
〇
月
～
二
三
年
五
月
）

を
の
ぞ
き
、
二
四
年
（
一
八
九
一
）
二
月
ま
で
は
東

京
近
郊
の
各
劇
場
で
興
行
を
打
っ
て
い
た
。
座
員
の

一
人
と
し
て
写
っ
て
い
る
松
旭
斎
天
二
（
一
八
七
七

―
一
九
二
一
）
の
年
格
好
が
一
〇
歳
前
後
の
少
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
撮
影
時
期
は
明
治
二
一

年
七
月
頃
～
二
四
年
二
月
頃
（
明
治
二
二
年
一
〇
月
～

二
三
年
五
月
は
除
く
）
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」

や
そ
の
影
響
を
受
け
た
「
聞
書
」
が
、「
磔
写
真
」

を
明
治
一
八
年
の
写
真
と
し
た
こ
と
は
誤
り
だ
っ
た

と
言
え
よ
う（

⓴
）。

　

ま
た
、
撮
影
時
期
の
下
限
を
探
る
た
め
に
は
、

「
彩
色
磔
写
真
」
に
つ
け
ら
れ
た
「217 M
O

D
ERN
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」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
手
掛
か
り
に

な
り
そ
う
だ
。
横
浜
写
真
は
ネ
ガ
自
体
に
タ
イ
ト
ル

が
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
フ
ァ
ル
サ
ー

リ
商
会
の
場
合
、「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
＋
算
用
数
字

＋
表
題
」
の
形
式
で
整
理
番
号
を
つ
け
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
初
期
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
け
な

い
時
期
が
あ
っ
た（

㉑
）。

従
っ
て
、
タ
イ
ト
ル
に
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
伴
わ
な
い
「
彩
色
磔
写
真
」
は
、
初

期
フ
ァ
ル
サ
ー
リ
商
会
の
作
品
と
考
え
ら
れ
、
先
の

撮
影
時
期
の
推
定
を
補
強
す
る（

㉒
）。

　

と
こ
ろ
で
、
天
一
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）

の
渡
米
以
前
に
も
、
米
国
や
欧
州
諸
国
を
漫
遊
し
た

こ
と
が
あ
る
と
語
っ
て
い
た（

㉓
）。

こ
の
点
に
つ
い
て

外
務
省
外
交
史
料
館
の
海
外
旅
券
下
付
記
録
を
調
査

し
た
結
果
、
実
際
に
天
一
が
旅
券
を
下
付
さ
れ
た

最
初
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
の
清
国
行
き
の

と
き
で
あ
っ
た（

㉔
）。

欧
米
諸
国
へ
は
、
や
は
り
明
治

三
四
年
ま
で
は
渡
航
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
ず
、
こ

れ
以
前
の
洋
行
の
文
言
は
単
な
る
宣
伝
文
句
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

㉕
）。

し
か
し
、「
彩
色
磔
写

真
」
が
日
本
土
産
の
横
浜
写
真
と
し
て
撮
影
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
天
一
自
身
の
洋
行
よ
り

先
に
、
天
一
の
写
真
だ
け
が
先
に
「
洋
行
」
を
果
た

し
て
い
た
こ
と
に
な
る（

㉖
）。

　

ま
た
、
こ
の
写
真
は
横
浜
写
真
と
し
て
輸
出
さ
れ

た
以
外
に
も
、
国
内
向
け
に
、
劇
場
や
興
行
主
に
対

す
る
興
行
内
容
の
「
手
見
せ
」
的
な
役
割
を
担
っ
た

も
の
と
も
推
測
で
き
る
。

（
四
）「
十
字
架
の
磔
」
の
内
容

「
彩
色
磔
写
真
」
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
舞
台
上

の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
の
「
十
字
架
の

磔
」
と
呼
ば
れ
た
奇
術
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
奇
術
の
現
象
を
紙
上
で
再
現
し

た
秦
豊
吉
『
明
治
奇
術
史
』（
私
家
版
、
一
九
五
二
年
、

四
九
頁（

㉗
））

と
天
洋
『
奇
術
と
私
』（
二
四
～
二
五
頁
）

と
で
は
、
後
半
部
分
の
演
出
が
少
し
異
な
っ
て
叙
述

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
資
料
を
用
い
な

が
ら
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
演
目
は
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
日
本

手
品
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る（

㉘
）。

開
国

以
降
、
外
国
人
奇
術
師
の
来
日
や
日
本
人
奇
術
師
の

渡
航
、
西
洋
手
品
伝
授
本
の
刊
行
な
ど
に
伴
い
、
日

本
で
も
西
洋
手
品
が
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

西
洋
手
品
を
標
榜
す
る
う
え
で
、
奇
術
師
た
ち

は
「
西
洋
ら
し
さ
」
の
演
出
に
、
し
ば
し
ば
キ
リ
ス

ト
教
的
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
。「
十
字
架
の
磔
」
の

演
目
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
天
一
が
演
じ
る
よ
う
に

な
る
以
前
に
も
、
何
人
も
の
奇
術
師
が
十
字
架
の

演
目
を
演
じ
て
い
た
。
早
い
例
で
は
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
七
月
二
四
日
の「
仮
名
読
新
聞
」に「
寄

席
高
麗
亭
は
普
天
斎
正
一
と
い
ふ
者
が
出
席
（
略
）

彼
正
一
先
生
が
十
字
架
に
懸
か
り
見
物
に
槍
で
突
か

せ
」
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

㉙
）。

ま
た
、

中
村
市
徳
一
座
に
よ
る
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
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五
十
七
巻
二
号

一
月
一
日
か
ら
の
大
阪
朝
日
座
興
行
の
絵
ビ
ラ
（
河

合
勝
マ
ジ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
も
、
十
字
架
に
逆

さ
吊
り
に
さ
れ
た
男
性
が
、
両
脇
か
ら
槍
で
突
か
れ

る
演
目
が
描
か
れ
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
に
は
「
耶
蘇

三
代
の
け
ぬ
罪
の
業
事
」
と
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
西
洋
手
品
の
代
表
的
な
演
目
の
一
つ

と
し
て
演
じ
ら
れ
た
十
字
架
の
奇
術
で
あ
っ
た
が
、

天
一
自
身
が
演
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
明
治
二
一
年

（
一
八
八
八
）
三
月
六
日
の
「
金
城
た
よ
里
」
の
記
事

が
、
確
認
で
き
る
限
り
で
は
最
初
で
あ
る
。
岐
阜
興

行
に
つ
い
て
「
当
時
伊
奈
波
国
豊
座
に
興
行
す
る
手

品
師
松
旭
斎
天
一
は
十
字
架
の
手
術
抔
頗
る
奇
体
の

事
を
な
す
よ
り
毎
夜
大
繁
昌
な
り
」
と
報
じ
、
遅
く

と
も
こ
の
こ
ろ
既
に
天
一
が
十
字
架
の
奇
術
を
演
じ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
年
一
一
月
一
日
～
一
二
月
一
八
日
の
東
京
文
楽

亭
興
行
の
宣
伝
チ
ラ
シ
に
は
詳
し
い
演
目
内
容
が
載

せ
ら
れ
、「
十
字
刑
ノ
磔
水
張
桶
電
光
月
ヲ
顕
シ
霞

抜
ケ
早
替
リ
」と
い
う
文
言
が
見
え
て
い
る（

㉚
）。

ま
た
、

こ
の
興
行
時
の
も
の
と
さ
れ
る
絵
ビ
ラ
も
現
存
し
て

お
り
、
こ
こ
に
も
十
字
架
の
演
目
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
（
下
段
図
版
参
照
）。
こ
の
ほ
か
、
明
治
二
〇

年
代
の
新
聞
記
事
な
ど
に
伝
え
ら
れ
た
演
目
の
様
子

と
今
回
の
「
彩
色
磔
写
真
」
と
を
あ
わ
せ
て
み
て
み

る
と
、
お
お
よ
そ
の
次
の
よ
う
に
演
目
内
容
を
再
現

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
舞
台
上
に
は
十
字
架
を
中
心
に
し
て
左
右

に
ラ
ッ
パ
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
演
奏
す
る
楽
団
が

居
並
ぶ
。
天
洋
は
「
楽
器
を
舞
台
で
使
用
し
た
の
は

日
本
で
は
天
一
先
生
が
始
め
で
あ
る
」
と
述
べ
て 

い
る
が（

㉛
）、

全
員
洋
服
姿
の
楽
団
員
は
、
そ
れ
だ
け

で
も
西
洋
手
品
の
雰
囲
気
作
り
に
寄
与
し
た
で
あ
ろ

う
。そ
の
他
、首
か
ら
ロ
ザ
リ
オ
を
さ
げ
た
者
や
サ
ー

ベ
ル
を
手
に
し
た
者
、
聖
書
ら
し
き
洋
書
を
手
に
し

た
座
員
も
み
ら
れ
る
。

　

そ
こ
へ
女
性
が
紫
繻
子
の
耶
蘇
服
を
着
て
登
場
す

る
。
女
性
は
耶
蘇
服
を
脱
が
さ
れ
、
白
衣
で
十
字
架

に
縛
り
付
け
ら
れ
た
後
、
麻
酔
薬
を
嗅
が
さ
れ
て
眠

ら
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
女
性
の
白
衣
は
乱
れ
、「
彩

色
磔
写
真
」
で
は
乳
房
も
露
わ
な
様
子
が
認
め
ら
れ

る
。

　

大
礼
服
姿
の
天
一
の
命
令
に
よ
り
、
女
性
は
両
脇

か
ら
槍
で
突
き
刺
さ
れ
る
。
腹
、
脇
腹
、
喉
な
ど
か

ら
血
が
流
れ
出
し
、
女
性
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
息
絶
え

る
。「
彩
色
磔
写
真
」
に
も
二
筋
の
流
血
が
赤
く
彩

色
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
天
一
の
奇
術
で
は

流
血
や
悲
鳴
に
よ
る
「
残
酷
さ
」
が
一
つ
の
売
り
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
演
目
は
「
余
り
残

酷
に
失
し
て
み
る
に
忍
び
ざ
ら
し
む
」（

㉜
）と

新
聞
で

評
さ
れ
た
り
、「
予
は
望
む
斯
る
残
酷
見
る
に
忍
び

ざ
る
技
術
の
如
き
は
社
会
風
致
上
及
徳
性
涵
養
上
其

筋
に
於
て
断
然
禁
止
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
」（

㉝
）と

い
っ

文楽亭興行の絵ビラ（部分）（河合勝マジックコレクション）
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長
野　

松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

た
投
書
が
な
さ
れ
た
り
も
し
た
。

　

絶
命
し
た
女
性
の
体
は
十
字
架
か
ら
下
さ
れ
、
透

か
し
の
台
上
に
あ
る
桶
に
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
先
は

幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
桶
に

水
が
注
ぎ
こ
ま
れ
、
鉄
砲
で
撃
た
れ
て
と
ど
め
を
さ

さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
桶
を
釘
づ
け
に
さ
れ
た
り
す

る
。
そ
し
て
蘇
生
さ
せ
る
た
め
に
電
気
を
通
す
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
最
後
は
桶
に
入
れ
ら
れ
た
は

ず
の
女
性
が
、
桶
を
脱
け
出
し
、
衣
装
を
裃
や
ド
レ

ス
に
着
替
え
て
花
道
か
ら
現
れ
た
り
、
鶴
に
乗
っ
て

宙
乗
り
で
現
れ
た
り
す
る
。
最
後
に
一
礼
後
、
演
目

は
終
了
す
る
。

　

つ
ま
り
、
奇
術
の
現
象
と
し
て
は
、
写
真
に
写
る

十
字
架
上
の
女
性
が
槍
で
突
か
れ
て
流
血
、
絶
命
す

る
場
面
よ
り
も
、
そ
の
後
の
桶
に
入
れ
ら
れ
た
女
性

が
蘇
生
し
、着
替
え
て
脱
出
す
る
「
霞
抜
ケ
早
替
リ
」

の
場
面
が
よ
り
重
要
だ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
点
を

踏
ま
え
て
、
明
治
二
〇
年
代
の
天
一
一
座
の
興
行
を

伝
え
る
新
聞
記
事
を
検
索
し
て
み
る
と
、「
岐
阜
日

日
新
聞
」
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
一
〇
月
三
日
、

大
垣
町
高
砂
座
興
行
の
記
事
に「
耶
蘇
蘇
生
霞
抜
け
」

と
あ
る
の
も
、
ま
た
「
日
出
新
聞
」
明
治
二
八
年

（
一
八
九
五
）
五
月
一
一
日
、
京
都
市
常
盤
座
興
行
の

記
事
に
「
耶
蘇
蘇
生
」
と
あ
る
の
も
十
字
架
の
奇
術

を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）

の
絵
ビ
ラ
（
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
蔵
）
や
翌
三
二
年
の

絵
ビ
ラ
（
河
合
勝
マ
ジ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
は
描

か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
天
一
一
座
で
は
明
治

二
〇
年
代
の
大
ネ
タ
の
一
つ
と
し
て
「
十
字
架
」
の

演
目
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

奇
術
好
き
で
知
ら
れ
た
詩
人
・
萩
原
朔
太
郎

（
一
八
八
六
―
一
九
四
二
）
は
、「
松
旭
斎
天
一
の
奇

術
」
と
い
う
随
筆
を
残
し
て
お
り
（『
文
藝
春
秋
』

一
九
四
一
年
六
月
号
）、
文
中
に
十
字
架
の
奇
術
の
思

い
出
を
書
い
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
引
用
す

る
。

　

�
僕
が
幼
い
子
供
の
時
見
た
物
で
、
忘
れ
が
た
く
印

象
に
残
つ
て
ゐ
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
チ

ヤ
リ
ネ
の
曲
馬
で
、
一
つ
は
松
旭
斎
天
一
の
奇
術

で
あ
る
。（
中
略
）
若
い
洋
装
の
女
を
十
字
架
に

か
け
て
ハ
リ
ツ
ケ
に
し
、
槍
で
両
脇
を
突
い
て
殺

す
の
を
見
た
。
槍
で
突
か
れ
る
毎
に
、
女
は
悲
鳴

を
あ
げ
て
泣
き
叫
び
、
血
が
た
ら
た
ら
と
流
れ
出

し
た
。
こ
れ
は
女
の
上
衣
の
脇
の
下
に
、
血
糊
を

入
れ
て
袋
が
隠
し
て
あ
り
、
そ
れ
を
槍
で
突
い
て

破
る
の
だ
か
ら
、
奇
術
で
も
手
品
で
も
何
で
も
な

く
、
普
通
の
あ
り
ふ
れ
た
芝
居
に
す
ぎ
な
い
の
だ

が
、
女
の
洋
装
が
異
国
趣
味
の
上
に
、
背
景
が
西

洋
風
の
墓
地
に
な
つ
て
居
り
、
青
白
い
月
が
出
て

居
た
り
す
る
の
で
、
何
と
な
く
西
洋
怪
談
と
い
ふ

感
じ
が
し
た
。
女
の
息
が
絶
え
果
て
て
か
ら
、
屍

体
を
お
ろ
し
て
棺
桶
の
中
に
入
れ
、
周
囲
を
固
く

釘
づ
け
に
す
る
。そ
れ
か
ら
後
が
手
品
に
な
つ
て
、

天
一
が
早
変
り
で
坊
主
（
こ
れ
は
日
本
の
坊
主
で
あ

る
）
に
な
り
、
何
か
経
文
を
称
へ
て
ゐ
る
中
、
今

殺
さ
れ
た
ば
か
り
の
女
が
、
目
も
醒
め
る
や
う
な

美
装
を
し
て
花
道
か
ら
笑
ひ
な
が
ら
出
て
来
る
と

い
ふ
仕
組
で
あ
つ
た
。
奇
術
と
し
て
は
、
今
日
天

勝
等
の
よ
く
や
る
ト
ラ
ン
ク
抜
け
の
原
型
で
あ

り
、
甚
だ
幼
稚
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ

の
奇
抜
で
斬
新
な
舞
台
意
匠
は
、
全
く
天
一
の
独

創
に
な
り
、
今
の
手
品
と
は
大
に
ち
が
つ
て
、
甚

だ
ド
ラ
マ
チ
ツ
ク
に
魅
力
的
の
も
の
で
あ
つ
た
。

　

前
橋
に
生
ま
れ
育
っ
た
朔
太
郎
が
、
天
一
一
座
の

興
行
を
見
た
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か
。
現
在
、

確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）

春
に
天
一
一
座
が
前
橋
を
訪
れ
て
い
る
。
朔
太
郎
は

こ
の
時
、
五
歳
だ
っ
た
か
ら
思
い
出
の
内
容
に
は
思

い
違
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
治
の
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五
十
七
巻
二
号

人
々
に
と
っ
て
、
十
字
架
の
奇
術
が
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
一
文

と
言
え
よ
う
。

　

五　

加
藤
拓
川
と
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
写
真
」

　

二
〇
一
二
年
一
月
、
大
阪
府
で
写
真
事
務
所
を
構

え
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
梅
原
章
一
氏
か
ら
こ
ど
も
歴
史

文
化
館
に
連
絡
が
入
っ
た
。
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博

物
館
で
開
催
中
の
「
子
規
の
叔
父
「
加
藤
拓
川
」
が

残
し
た
絵
葉
書
」
展（

㉞
）に

、
天
一
に
関
す
る
資
料
が

何
点
か
出
陳
さ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

梅
原
氏
は
「
加
藤
拓
川
関
係
文
書
」
の
整
理
・
調
査

を
手
が
け
る
な
か
、
天
一
の
写
真
発
見
に
関
す
る
報

道
に
接
し
て
、
館
へ
の
連
絡
を
思
い
立
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

　

加
藤
拓
川
は
、
本
名
を
恒
忠
（
一
八
五
九
―

一
九
二
三
）
と
い
い
、
明
治
・
大
正
期
に
活
躍
し
た

外
交
官
・
政
治
家
で
あ
る（

㉟
）。

正
岡
子
規
の
母
・
八

重
の
弟
に
あ
た
り
、
子
規
の
叔
父
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
拓
川
の
三
男
・
忠
三
郎
が
子
規
の
妹
・

リ
ツ
の
養
子
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
忠
三
郎

の
二
男
・
正
岡
明
氏
が
子
規
の
家
を
継
い
で
い
る
。

正
岡
子
規
研
究
所
を
主
宰
す
る
明
氏
は
、
実
祖
父
・

拓
川
に
ま
つ
わ
る
資
料
群
「
加
藤
拓
川
関
係
文
書
」

も
継
承
し
て
お
り
、
弥
生
文
化
博
物
館
で
展
示
さ
れ

た
絵
葉
書
群
は
そ
の
一
部
に
あ
た
る
。

　

司
馬
遼
太
郎
が
『
ひ
と
び
と
の
跫
音
』
に
お
い
て

「
拓
川
は
、
友
達
と
つ
き
あ
う
た
め
に
人
の
世
に
う

ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
、

人
と
い
う
も
の
が
好
き
で
あ
っ
た（

㊱
）」

と
評
し
た
通

り
、
拓
川
は
幅
広
い
交
友
に
生
き
た
人
物
だ
っ
た
。

そ
の
多
彩
な
交
友
を
物
語
る
数
多
く
の
書
簡
や
写

真
、
数
千
通
の
絵
葉
書
が
正
岡
氏
の
も
と
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
滞
欧
中
の
外
交
官
や
軍
人
、

学
者
な
ど
か
ら
の
絵
葉
書
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の

は
、
拓
川
が
一
九
〇
二
年
二
月
か
ら
一
九
〇
七
年
五

月
ま
で
、
駐
ベ
ル
ギ
ー
特
命
全
権
公
使
を
勤
め
て
い

た
た
め
で
あ
る
。

（
一
）　

公
使
館
芳
名
録

「
加
藤
拓
川
関
係
文
書
」
に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
公
使
館

の
芳
名
録
が
伝
来
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
の
明
治

三
七
年
（
一
九
〇
四
）
四
月
二
四
日
の
箇
所
に
「
奇

術
士
松
旭
斎
天
一
事　

服
部
松
旭
」
と
い
う
署
名
が

見
ら
れ
、以
下
、同
筆
で
一
座
全
員
の
名
が「
山
口
肇
、

服
部
勝
蔵
、
同
ま
つ
、
中
井
か
つ
、
同
と
し
、
高
瀬

清
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
天
一
一
座

が
ベ
ル
ギ
ー
の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
訪
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
欧
米
巡
業
中
の

一
座
の
座
員
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い

事
実
が
見
え
て
き
た
。

　

欧
米
巡
業
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、『
明
治
奇
術

史
』
や
『
生
涯
』『
奇
術
と
私
』
に
記
載
さ
れ
る
人

名
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
松
山
光
伸
氏
は
外
務
省
外
交
史
料
館

蔵
の
旅
券
下
付
記
録
か
ら
、明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）

の
正
確
な
渡
米
メ
ン
バ
ー
を
特
定
し
た（

㊲
）。

服
部
松
旭

（
天
一
）、
服
部
勝
蔵
（
天
二
）、
中
井
わ
か
（
天
若
）、

中
井
か
つ
（
天
勝
）、
北
島
と
し
（
天
寿
）、
渡
辺
久

次
郎
（
天
久
）、
高
瀬
清
（
天
清
）
そ
し
て
通
訳
の
山

口
肇
の
八
名
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
訪
問
メ
ン
バ
ー
に

は
、
中
井
わ
か
と
渡
辺
久
次
郎
の
二
人
が
抜
け
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
渡
辺
は
渡
米
直
後
に
一
座
を
離
脱

し
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
わ
か
は
米
国
巡
業
中

の
新
聞
に
座
員
の
一
人
と
し
て
名
前
が
見
え
る
も
の

の
、
そ
の
後
の
渡
欧
に
は
何
ら
か
の
事
情
で
同
行
し

な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。

　

ま
た
、
こ
の
芳
名
録
に
よ
り
、
一
座
に
新
た
に

「
服
部
ま
つ
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
つ
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松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

は
欧
米
巡
業
中
に
勝
蔵
（
天
二
）
と
結
婚
し
た
と
さ

れ
る
麻
生
ま
つ
の
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
業

を
終
え
た
一
座
は
一
九
〇
四
年
一
〇
月
五
日
、
再
び

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
す
る
。
こ
の
時
の
エ
リ
ス
島

の
入
国
記
録
に
「A

so, M
iss M

ak

マu

マ

」
の
名
が
見

え
、
姓
は
麻
生
の
ま
ま
で
敬
称
も
未
婚
者
の
も
の
と

な
っ
て
い
る（

㊳
）。

入
籍
の
手
続
き
等
の
都
合
で
、
実

際
に
姓
が
服
部
に
変
わ
っ
た
の
は
後
日
の
こ
と
か
も

し
れ
な
い
が
、
公
使
館
訪
問
時
に
「
服
部
ま
つ
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
既
に
勝
蔵
（
天

二
）
と
ま
つ
と
は
事
実
的
な
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
も

の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

芳
名
録
に
あ
る
「
中
井
と
し
」
は
、
旅
券
下
付
記

録
の
「
北
島
と
し
」
に
あ
た
る
。
松
山
氏
が
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
と
し
は
中
井
わ
か
・
か
つ
姉
妹
の

妹
だ
っ
た
も
の
が
、
北
島
家
に
養
女
に
出
さ
れ
て
い

た（
㊴
）。

と
し
は
、
か
つ
（
天
勝
）
に
と
っ
て
実
妹
で
あ

る
た
め
、
他
の
座
員
も
か
つ
の
妹
と
し
て
接
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
天
一
が
芳
名
録
に
署

名
す
る
時
に
、
う
っ
か
り
姓
を
中
井
か
つ
と
「
同
」

と
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）　

拓
川
宛
の
絵
葉
書

「
加
藤
拓
川
関
係
文
書
」
に
は
、
芳
名
録
以
外
に
も

拓
川
と
天
一
の
交
流
を
示
す
資
料
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
梅
原
氏
の
調
査
に
よ
り
、
天
一
が
拓
川
に
宛
て

た
絵
葉
書
が
四
通
確
認
さ
れ
た
。

　

日
本
で
の
絵
葉
書
の
流
行
は
、
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）
の
日
露
戦
争
戦
勝
に
よ
る
記
念
絵
葉
書

に
端
を
発
し
、
翌
年
の
郵
便
法
の
改
正
が
拍
車
を
か

け
た
が
、
欧
州
で
は
一
足
早
く
絵
葉
書
が
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
た
。
以
下
に
掲
げ
る
（
ア
）
～
（
エ
）
の

天
一
の
絵
葉
書
も
、
こ
う
し
た
流
行
の
な
か
で
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
六
六
頁
図
版
参
照
）。

（
ア
）
一
九
〇
四
年
二
月
二
二
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

　

�
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
プ
ラ
ハ
（
現
チ
ェ
コ
共
和
国
）

カ
ル
リ
ン
で
投
函
さ
れ
た
絵
葉
書
。
観
光
地
の
写

真
絵
葉
書
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ハ
で
は
な
く
、
フ
ラ

ン
ス
の
も
の
で
あ
る
。「SA

IN
T

-M
A

U
RICE

」

（
パ
リ
近
郊
の
サ
ン
＝
モ
ー
リ
ス
）、「Buste 

d'Eugène D
elacroix

」（
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ド
ラ
ク
ロ

ワ
の
胸
像
）
の
文
字
が
印
字
さ
れ
、
当
地
出
身
の

画
家
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
胸
像
が
写
っ
て
い
る
。
内
容

は
、
天
一
の
依
頼
に
対
応
し
て
く
れ
た
拓
川
へ
の

礼
状
で
あ
る
。
依
頼
の
具
体
的
内
容
ま
で
は
書
か

れ
て
い
な
い
が
、
来
る
四
月
の
ベ
ル
ギ
ー
訪
問
に

つ
い
て
、
何
ら
か
の
依
頼
を
し
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。

（
イ
）
一
九
〇
四
年
九
月
一
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

　

�

ン
ド
ン
で
投
函
さ
れ
た
写
真
絵
葉
書
。
打
掛
に
袴

姿
の
天
一
が
、
西
洋
人
を
相
手
に
サ
ム
タ
イ
を
演

じ
て
い
る
様
子
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
枠
外
に
は

「T
EN

-ICH
I JA

PA
N

ESE M
A

GICIA
N

.

」（
日

本
人
奇
術
師
天
一
）
の
文
字
が
印
字
さ
れ
て
お
り
、

枠
内
に
は
左
下
端
に
「Co.

」
の
文
字
が
見
え
る
。

九
月
二
八
日
の
汽
船
で
欧
州
を
離
れ
る
た
め
、
そ

の
暇
乞
い
を
す
る
内
容
で
あ
る（

㊵
）。

（
ウ
）
一
九
〇
四
年
一
二
月
二
三
日
、
ア
メ
リ
カ
の

　

�

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
投
函
さ
れ

た
年
賀
状
で
、
天
一
一
座
の
五
人
が
水
芸
を
演

じ
る
写
真
絵
葉
書
。
写
真
枠
外
に
「T

EN
-ICH

I 

T
RO

U
PE O

F M
A

GICIA
N

S.

」（
奇
術
師
天

一
一
座
）
の
文
字
が
印
字
さ
れ
て
い
る
。（
イ
）
と

デ
ザ
イ
ン
が
同
じ
で
、
写
真
右
下
端
に
「SW

A
N

 

Co.

」
の
文
字
が
印
字
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
連
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
天
一
がSW

A
N

と
い

う
印
刷
会
社
で
作
ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
中
に
も
同
じ
日
付
、

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



66

若
越
郷
土
研
究　

五
十
七
巻
二
号

「ブリュッセル写真」1904 年 4 月 25 日撮影

久保正夫氏蔵 福井県立こども歴史文化館保管

天一が拓川に宛てた絵葉書と「ブリュッセル写真」

（ウ）1904 年 12 月 23 日投函

（イ）1904 年 9 月 19 日投函（ア）1904 年 2 月 22 日投函

（エ）1906 年 1 月 3 日投函

（ア）～（エ）正岡明氏蔵
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松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

同
じ
絵
葉
書
に
よ
る
年
賀
状
が
伝
わ
っ
て
い
る（

㊶
）。

（
エ
）
一
九
〇
六
年
一
月
三
日
、
東
京
で
投
函
さ
れ

　

�

た
年
賀
状
。「T

EN
 ICH

I PRO
FESSO

R O
F 

M
A

GIC
」（
天
一
・
奇
術
教
授
）
と
書
か
れ
た
天

一
の
肖
像
画
の
周
囲
に
三
つ
の
奇
術
の
演
目
が

描
か
れ
る
。
枠
外
上
部
に
は
「M

A
GICIA

N
 

P
A

T
R

O
N

IZ
E

D
 A

N
D

 G
IV

E
N

 G
O

L
D

 

M
ED

A
L BY

 H
.J.I.M

.

」（
日
本
の
天
皇
陛
下
か
ら

庇
護
を
受
け
、
金
メ
ダ
ル
を
賜
っ
た
奇
術
師
）
の
文

字
が
印
字
さ
れ
、
右
下
に
は
「ST

RO
BRID

GE 

LIT
H

O
GRA

PH
IN

G Co.

」
と
印
刷
会
社
の
名

前
も
み
ら
れ
る
。ST

RO
BRID

GE

社
は
、
当
時

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
て
い
た
一
流
マ
ジ
シ
ャ
ン
の

ポ
ス
タ
ー
を
数
多
く
制
作
し
た
会
社
と
し
て
知
ら

れ
る
。こ
の
絵
葉
書
のLevitation

（
空
中
浮
揚
・
右
）

やSpirit Cabinet

（
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・

下
）
の
図
柄
は
、
同
社
が
制
作
し
た
ハ
リ
ー
・
ケ

ラ
ー
の
一
八
九
四
年
と
一
九
〇
〇
年
の
ポ
ス
タ
ー

の
図
柄
に
酷
似
し
て
い
る（

㊷
）。

あ
る
い
は
こ
の
絵

葉
書
も
元
々
は
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
四
通
の
う
ち
、（
ア
）
の
み
は
一
九
〇
四
年

四
月
の
ベ
ル
ギ
ー
訪
問
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
天
一
は
ベ
ル
ギ
ー
公
使
館
を
訪
れ
る
前
か
ら
加

藤
拓
川
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。「
加

藤
拓
川
関
係
文
書
」
に
伝
わ
る
ア
ル
バ
ム
中
に
、
名

刺
代
わ
り
に
交
換
し
た
と
思
し
き
「
服
部
天
一
」

の
肖
像
写
真
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は

「1901

」
と
西
暦
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

渡
米
以
前
、
す
で
に
天
一
と
拓
川
が
交
流
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
三
）「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
写
真
」

　

拓
川
の
子
孫
宅
だ
け
で
な
く
、
天
一
の
子
孫
・
久

保
家
か
ら
も
、
天
一
の
一
九
〇
四
年
ベ
ル
ギ
ー
訪
問

を
裏
付
け
る
写
真
が
見
つ
か
っ
た
（
六
六
頁
写
真
参

照
）。
満
子
の
遺
品
か
ら
見
つ
か
っ
た
「
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
写
真
」（
縦
一
一
・
九
×
横
八
・
九
ｃ
ｍ
）
は
、
椅

子
に
腰
か
け
、
タ
バ
コ
を
燻
ら
す
天
一
を
撮
影
し
た

も
の
で
あ
る
。
裏
書
に
「
一
千
九
百
〇マ

マ

四
年
四
月
廿

五
日
／
白
耳
義
国
ブ
ル
セ
ル
日
本
公
使
館
ニ
て
／
日

本
全
権
公
使
／
加
藤
恒
忠
君
写
之
」
と
あ
り
、
拓
川

が
ベ
ル
ギ
ー
公
使
館
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

天
一
が
左
手
に
持
つ
象
牙
製
と
見
え
る
シ
ガ
レ
ッ

ト
ホ
ル
ダ
ー
に
は
動
物
の
彫
刻
が
あ
り
、
古
美
術
や

道
具
類
に
目
が
な
か
っ
た
天
一
の
趣
味
を
う
か
が
わ

せ
る（

㊸
）。

ま
た
、
同
じ
左
手
小
指
に
は
、
大
粒
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ら
し
き
指
輪
も
見
え
る
。
欧
米
巡
業
で

稼
い
だ
分
を
ダ
イ
ヤ
に
換
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
裏
付
け
る
写
真
と
い
え
よ
う（

㊹
）。

　

天
一
と
外
交
官
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
英
国
特

命
全
権
公
使
（
後
に
大
使
）
を
勤
め
た
林
董
と
の
親

交
が
知
ら
れ
る
。「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
に
は
囲
碁
に

興
じ
る
林
と
天
一
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

英
公
使
館
員
・
阿
部
守
太
郎
か
ら
天
一
に
宛
て
た
手

紙
に
は
、
林
公
使
以
下
館
員
一
二
名
が
ロ
ン
ド
ン
の

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
劇
場
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ

て
い
た（

㊺
）。

　

残
念
な
が
ら
、
現
時
点
で
は
、
天
一
と
拓
川
の
交

流
の
具
体
的
内
容
を
示
す
書
簡
や
日
記
類
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
天
一
の
ベ
ル

ギ
ー
公
使
館
訪
問
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ

る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
新
聞
や
雑
誌
も
未
調
査
で
あ
り
、

天
一
一
行
の
ベ
ル
ギ
ー
入
国
が
公
演
の
た
め
だ
っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
観
光
の
た
め
だ
っ
た
の
か

も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

で
一
座
の
興
行
が
行
わ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

支
援
を
依
頼
す
る
た
め
の
公
使
館
訪
問
で
あ
っ
た
こ
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と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
〇
〇
年
に
渡
欧
し

た
俳
優
・
川
上
音
二
郎
の
パ
リ
万
博
公
演
を
、
パ
リ

公
使
の
栗
野
慎
一
郎
ら
が
支
援
し
、
公
演
を
成
功
に

導
い
た
例
も
あ
り（

㊻
）、

芸
人
の
海
外
興
行
を
成
功
さ

せ
る
た
め
の
条
件
の
一
つ
が
外
交
官
の
協
力
に
あ
っ

た
。
天
一
も
、
拓
川
以
下
公
使
館
員
に
諸
々
の
協
力

を
仰
い
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
拓
川
と
の
交
流
を
示
す
一
連
の
資
料
の
発

見
は
、
不
明
な
点
の
多
い
天
一
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
業

の
足
跡
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
手
掛
か
り
を
与

え
て
く
れ
た
。

　

青
園
『
生
涯
』
は
、
天
一
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
記
載

か
ら
、
一
座
の
英
仏
独
訪
問
を
推
測
し
た
が
、「
ど

の
国
か
ら
さ
き
に
ま
わ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と

す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る（

㊼
）。

一
方
、
松
山
氏
は
パ
リ

の
カ
ジ
ノ
・
ド
ゥ
・
パ
リ
（
一
九
〇
三
年
一
二
月
こ
ろ
）

と
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
劇
場
（
一
九
〇
四
年

八
月
初
旬
～
九
月
二
三
日
）
で
の
興
行
時
期
お
よ
び
欧

州
を
離
れ
た
日
付
（
一
九
〇
四
年
九
月
二
八
日
）
な
ど

を
特
定
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
新
聞
で
伝
え
ら
れ

た
ベ
ル
リ
ン
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
パ
リ
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
興
行
に
つ
い
て
は
、

過
密
な
日
程
故
こ
れ
ら
の
都
市
で
の
公
演
日
程
を
疑

問
視
し
て
い
る（

㊽
）。

両
氏
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
今
回

の
発
見
資
料
を
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
現
在
判
明
す
る

限
り
で
、
天
一
の
欧
州
巡
業
の
足
跡
を
以
下
の
よ
う

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
九
〇
三
年

　

八
月　

ロ
ン
ド
ン　

＊

　

九
月　

ベ
ル
リ
ン　

＊

　

一
〇
月　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
＊

　

一
一
～
一
二
月　

パ
リ

　

一
二
～
一
月　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム　

＊

一
九
〇
四
年

　

一
～
二
月　

ウ
ィ
ー
ン　

＊

　

二
月　

プ
ラ
ハ
（
二
月
二
二
日
）

　

四
月　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
四
月
二
四
～
二
五
日
）

　

七
月　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ（

㊾
）　

＊

　

八
～
九
月　

ロ
ン
ド
ン
（
九
月
一
九
日
）

　

九
月
二
八
日　

リ
バ
プ
ー
ル
出
港
、
米
国
へ

（ 

）
内
は
絵
葉
書
投
函
日
と
芳
名
録
の
日
付

＊
印
は
日
本
の
新
聞
に
記
載
さ
れ
る
だ
け
で
、
現
地

の
新
聞
・
雑
誌
等
で
の
確
認
は
ま
だ
と
れ
て
い
な
い
。

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
発
見
に
端
を
発

し
、
そ
の
後
芋
づ
る
式
に
見
つ
か
っ
た
「
彩
色
磔
写

真
」
や
「
加
藤
拓
川
関
係
文
書
」
中
の
天
一
関
係
資

料
、「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
写
真
」
な
ど
、
天
一
の
写
真

資
料
を
中
心
に
紹
介
を
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
未
公
開

資
料
は
、
こ
れ
ま
で
の
天
一
の
伝
記
や
明
治
奇
術
史

の
間
隙
を
埋
め
る
資
料
で
あ
り
、
ま
た
一
部
書
き
換

え
を
迫
る
資
料
で
も
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
進
展
に

大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

最
後
に
な
る
が
、
筆
者
が
公
務
中
に
某
記
者
か
ら

受
け
た
質
問
で
、
そ
の
時
は
満
足
な
回
答
が
で
き

ず
、
そ
の
後
も
気
に
な
り
続
け
て
い
た
点
に
つ
い
て

述
べ
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
「
磔
写
真
」
発
見
の
プ
レ
ス
・

リ
リ
ー
ス
は
、「
日
本
最
古
の
手
品
の
写
真
を
発
見

し
ま
し
た
！
」
の
見
出
し
で
行
っ
た
が
、
そ
の
記
者

は「
磔
写
真
」は
本
当
に「
最
古
」な
の
か
、ま
た「
発

見
」
と
よ
ぶ
に
値
す
る
の
か
、
と
い
う
質
問
を
投
げ

か
け
て
き
た
。
後
の
質
問
に
つ
い
て
は
、「
磔
写
真
」

が
著
名
な
写
真
で
あ
り
、
既
に
書
籍
等
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
そ
の
記
者
が
知
っ
て
い
た
た
め
、

こ
の
よ
う
な
問
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
質

問
へ
の
回
答
は
本
文
中
で
詳
述
し
た
の
で
こ
こ
で
繰

り
返
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
最
初
の
質
問
に
つ
い
て

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



69

長
野　

松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

は
、
少
し
だ
け
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

実
は
天
一
よ
り
前
に
、
写
真
の
被
写
体
と
な
っ
た

日
本
人
奇
術
師
は
何
人
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

そ
の
う
ち
の
何
枚
か
の
写
真
は
、
奇
術
を
演
じ
る
姿

を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

三
原
文
『
日
本
人
登
場
―
西
洋
劇
場
で
演
じ
ら
れ

た
江
戸
の
見
世
物
―
』（
松
柏
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の

一
八
七
頁
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
、
リ
ズ
リ
ー
一
座

（
帝
国
日
本
人
一
座
）
の
一
員
と
し
て
渡
航
し
た
隅
田

川
浪
五
郎
が
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
六
七

年
夏
、
フ
ラ
ン
ス
の
写
真
館
で
「
浮
か
れ
蝶
の
曲
」

を
演
じ
る
様
子
が
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
図
書
館
蔵
）。
ま
た
、
松
山
光

伸
『
実
証
・
日
本
の
手
品
史
』
五
八
頁
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
「
渡
豪
時
の
治
三
郎
」
は
、
レ
ン
ト
ン
と
ス

ミ
ス
の
グ
レ
ー
ト
・
ド
ラ
ゴ
ン
一
座
に
参
加
し
て
い

た
柳
川
蝶
之
助
（
後
の
三
代
目
柳
川
一
蝶
斎
）
を
写
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
六
七
年
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
「
女み

ょ
う
と夫

引
き
出
し
」
を
演
じ
る
様
子
を
撮
影

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
幕
末
に
海
外
渡
航
を
果
た
し
、
海
外

公
演
を
行
っ
た
奇
術
師
た
ち
が
、
す
で
に
手
品
を
演

じ
る
様
子
を
撮
影
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
こ
れ
ら
の
写
真
は
「
磔
写
真
」
と
比
べ
て

二
〇
年
以
上
も
古
い
奇
術
写
真
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
写
真
は
い
ず
れ
も
海
外
で

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
も
海
外
で
所
蔵
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。そ
の
意
味
に
お
い
て
、「
磔
写
真
」

は
「
現
時
点
に
お
け
る
」
と
い
う
条
件
付
で
は
あ
る

が
、「
国
内
で
撮
影
さ
れ
た
国
内
現
存
最
古
の
奇
術

写
真
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
筆
者
は
、
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

と
は
言
い
難
い
天
一
一
座
の
興
行
の
足
跡
を
追
っ
て

い
る
。
国
内
の
興
行
足
跡
を
た
ど
る
だ
け
で
も
道

半
ば
の
状
態
に
あ
る
が（

㊿
）、

明
治
三
四
年
～
三
八
年

（
一
九
〇
一
～
一
九
〇
五
）
の
欧
米
巡
業
の
足
跡
に
つ

い
て
は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
海
外
で
活
躍
し
た
浪
五
郎
や
蝶

之
助
ら
の
足
跡
に
つ
い
て
は
、
倉
田
喜
弘
氏
・
三
原

文
氏
・
松
山
光
伸
氏
ら
の
非
常
に
優
れ
た
先
行
研
究

が
あ
る（

�
）。

ま
た
、
明
治
期
の
奇
術
を
含
め
た
国
内

の
演
芸
・
見
世
物
の
興
行
記
録
に
つ
い
て
は
、
倉
田

氏
や
蹉
跎
庵
主
人
氏
が
博
捜
・
渉
猟
し
た
成
果
が
あ

る（
�
）。

筆
者
も
こ
う
し
た
諸
先
学
の
業
績
に
導
か
れ

な
が
ら
、
よ
り
正
確
な
天
一
の
興
行
記
録
を
ま
と
め

あ
げ
、
ひ
い
て
は
松
旭
斎
天
一
の
評
伝
執
筆
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
方
の
ご
意
見
・
ご
叱
正

を
仰
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
）
福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
に
お
い
て
、
速
報
展

示
「
新
発
見
！
松
旭
斎
天
一
の
資
料
展
」（
七
月
二
八
日

～
九
月
二
日
）
と
特
集
展
示
「T

H
E GREA

T
 T

EN
-

ICH
I

～
世
界
に
か
け
た
マ
ジ
ッ
ク
天
下
一
の
夢
～
」

（
一
〇
月
六
日
～
一
一
月
二
五
日
）
が
、
福
井
市
立
郷
土

歴
史
博
物
館
で
は
、
館
蔵
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
松
旭
斎
天
一

と
福
井
」（
七
月
三
一
日
～
九
月
三
〇
日
）
が
開
催
さ
れ

た
。

（
2
）
天
一
の
父
牧
野
海
平
と
主
家
狛
家
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
松
旭
斎
天
一
と
福
井
藩
陪
臣
牧
野
家
―
再
読 

『
松
旭

斎
天
一
の
生
涯
』
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
五
六
巻
二
号
、

二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
3
）「
福
井
新
聞
」
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
八
日

「
聞
き
書
き
松
旭
斎
天
一
伝
」
第
七
回
。

（
4
）
後
述
の
よ
う
に
、
第
二
七
回
・
三
一
回
・
五
七
回
の

写
真
は
、
一
冊
の
画
帳
に
収
め
ら
れ
た
書
画
だ
っ
た
こ
と

が
後
に
判
明
す
る
。

（
5
）
満
子
所
蔵
の
資
料
を
含
む
天
一
関
連
資
料
を
撮
影
し

た
青
園
の
取
材
ア
ル
バ
ム
が
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館

に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
資
料
の
概
要
を
知
る
こ
と
は
で
き
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た
。

（
6
）「
久
保
文
苗
家
文
書
」
と
し
て
『
福
井
県
史
』
で
紹
介

さ
れ
、
現
在
そ
の
一
部
が
複
製
本
と
し
て
福
井
県
文
書
館

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
本
文
書
群
は
、
藤
野
立
恵
「
丸
岡

藩
に
於
け
る
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
改
革
」（『
福
井

県
地
域
史
研
究
』
五
号
、
一
九
七
五
年
）、
同
「
越
前
に

お
け
る
一
豪
農
の
盛
衰
」（『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
七
号
、

一
九
七
七
年
）
な
ど
で
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
な
お
、

こ
の
日
の
調
査
は
、
文
書
館
と
合
同
で
行
わ
れ
、
同
館
に

運
び
込
ま
れ
た
資
料
は
、
現
在
、
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

（
7
）
差
出
人
が
「T

enji T
roupe

」（
天
二
一
座
）
と
記
さ

れ
た
一
九
〇
六
年
の
八
通
の
葉
書
は
、
松
旭
斎
天
二
か
ら

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
河
合
勝
マ
ジ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
に
は
、
久
保
家

本
の
よ
う
な
墨
書
は
見
ら
れ
な
い
。

（
9
）
た
だ
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
内
容
に
明
ら
か
な
誤
り
も

み
ら
れ
る
。

（
⓾
）『
生
涯
』
に
は
「
晩
年
の
松
旭
斎
天
一
」「
梅
乃
夫
人
」

「
松
旭
斎
天
二
」「
松
旭
斎
天
勝
」「
松
旭
斎
天
一
一
座
」「
ナ

イ
ヤ
ガ
ラ
瀑
布
で
の
記
念
撮
影
」「
ア
メ
リ
カ
で
の
舞
台

姿
」「
米
人
女
優
と
天
一
ら
」「
舞
台
姿
で
記
念
撮
影
の
天

一
」「
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
に
載
っ
た
天
一
一
座
の
水
芸
」「
囲

碁
に
興
ず
る
林
董
（
駐
英
公
使
）
と
天
一
」（
以
上
口
絵
）、

「
日
本
最
古
の
奇
術
写
真
」（
七
七
頁
）、「
御
前
公
演
の

た
め
天
一
が
特
別
注
文
し
た
洋
服
」（
一
〇
五
頁
）、「
松

旭
斎
天
一
（
向
っ
て
右
）
と
浜
野
茂
」（
二
一
二
頁
）
の

一
四
点
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
御
前
公
演
…
」
の

写
真
の
み
「
聞
書
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
⓫
）
た
だ
し
、「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
の
写
真
は
撮
影
範
囲
が

せ
ま
い
た
め
、
左
右
部
分
の
ト
リ
ミ
ン
グ
の
形
状
が
確
認

で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

（
⓬
）「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」
系
と
思
わ
れ
る
写
真
を
掲
載
す

る
書
籍
に
、
加
太
こ
う
じ
「
天
下
一
の
奇
術
師
―
松
旭
斎

天
一
と
天
勝
」（
尾
崎
秀
樹
編
『
明
治
の
群
像
一
〇 

乱
世

の
庶
民
』
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
南
博
「
手
品
の

宇
宙
誌
」（『
新
劇
』
三
一
一
号
、
一
九
七
九
年
）、
倉
田

喜
弘
『
明
治
大
正
の
民
衆
娯
楽
（
岩
波
新
書
）』
岩
波
書

店
、
一
九
八
〇
年
）、
金
沢
天
耕
編
『
写
真
が
語
る
日
本

の
奇
術 

松
旭
斎
編
』（
私
家
版
、
一
九
九
二
年
）、
面
谷

幸
男
編
『
写
真
が
語
る
日
本
の
奇
術 

昭
和
編
』（
私
家
版
、

一
九
九
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
二
〇
一
二
年
刊
行

の
藤
山
新
太
郎
『
天
一
一
代
―
明
治
の
ス
ー
パ
ー
マ
ジ

シ
ャ
ン
―
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
に
掲
載
さ
れ
た
天
一
の
写

真
は
、「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
か
ら
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
⓭
）
河
合
勝
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
⓮
）『
奇
術
と
私
』
に
よ
れ
ば
、大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）、

天
一
の
妻
・
梅
乃
が
亡
く
な
っ
た
際
も
、
天
洋
が
葬
儀
を

出
し
た
と
い
う
（
二
〇
二
頁
）。

（
⓯
）『
奇
術
と
私
』
一
～
二
頁
。

（
⓰
）
も
と
も
と
天
洋
が
所
蔵
し
て
い
た
「
磔
写
真
」
を
、

何
ら
か
の
機
会
に
久
保
満
子
に
譲
渡
し
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
昭
和
四
〇
年
に
贈
呈

し
た「
天
洋
ア
ル
バ
ム
」の
よ
う
に
複
製
写
真
で
十
分
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

（
⓱
）
本
書
掲
載
の
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
松
旭
斎
天

一
（
左
端
）
の
舞
台
面
「
十
字
刑
の
磔
」（
中
央
風
琴
を

持
つ
の
が
天
一
の
妻
の
梅
乃
―
原
画
は
横
三
五
ｃ
ｍ
、
縦

二
八
ｃ
ｍ
あ
る
）」
と
写
真
の
大
き
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
大
き
さ
が
横
約
一
七
・
五
ｃ
ｍ
、
縦
約

一
五
・
五
ｃ
ｍ
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
天
洋
所
蔵

の
写
真
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
引
き
伸
ば
し
て
複
製
し
た
も
の

と
い
う
見
方
を
補
強
す
る
。

（
⓲
）
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
『
科
学
技
術
黎
明
期

資
料
―
赤
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
江
戸
東
京
の
モ
ノ
づ
く
り

（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
調
査
報
告
書　

第
一
九
集
）』

（
東
京
都
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
⓳
）
横
浜
写
真
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
多
喜
夫
「
横
浜
写
真

の
世
界
」（『［
増
補
］
彩
色
ア
ル
バ
ム 

明
治
の
日
本
―
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長
野　

松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

《
横
浜
写
真
》
の
世
界
―
』
有
隣
堂
、
二
〇
〇
三
年
）、
同

『
幕
末
明
治 

横
浜
写
真
館
物
語
（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
し
た
。

（
⓴
）
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
二
月
九
日
、
フ
ァ
ル
サ
ー

リ
商
会
は
火
災
で
全
焼
し
、
す
べ
て
の
ネ
ガ
を
失
っ
た
た

め
、
フ
ァ
ル
サ
ー
リ
は
中
山
道
を
中
心
に
、
東
は
日
光
、

西
は
京
都
・
伊
勢
に
及
ぶ
五
か
月
の
撮
影
旅
行
を
行
っ
た

（『
横
浜
写
真
物
語
』
一
九
四
頁
）。
こ
の
時
期
、
天
一
は

西
日
本
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
た
め
、
フ
ァ
ル
サ
ー
リ

が
撮
影
旅
行
先
で
「
彩
色
磔
写
真
」
を
撮
影
し
た
可
能
性

は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
座
の
規
模
や
撮
影
目
的

を
推
測
す
る
と
、
や
は
り
東
京
進
出
を
果
た
す
前
後
の
時

期
に
横
浜
で
撮
影
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
㉑
）『［
増
補
］
彩
色
ア
ル
バ
ム 

明
治
の
日
本
』
二
六
二
頁
。

（
㉒
）「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
「
磔
写
真
」
に
は
タ
イ
ト
ル
が

つ
い
て
い
な
い
。
ネ
ガ
自
体
に
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、「
久
保
ア
ル
バ
ム
」
の
写
真
に
も
つ
い
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
位
置
か
ら
見
て
、
ト
リ
ミ
ン
グ
以
前

に
も
つ
い
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
な
お
疑
問
が
残

る
。

（
㉓
）「
西
洋
奇
術
士
松
旭
斎
天
一
之
伝
」（『
技
芸
偉
観
』
山

田
恭
太
郎
、
一
八
九
四
年
）
や
「
松
旭
斎
天
一
を
訪
ふ
」

（「
北
國
新
聞
」
明
治
三
二
年
〈
一
八
九
九
〉
八
月
一
〇
日
）、

「
松
旭
斎
天
一
の
談
話
（
四
）」（「
土
陽
新
聞
」
明
治
三
四

年
〈
一
九
〇
一
〉
五
月
二
二
日
）
で
は
、
三
か
年
間
、
欧

米
諸
国
を
漫
遊
し
た
後
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に

帰
国
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、「
天
一
の
奇
術
談
」（
奇
坊
『
改

良
手
品
』
盛
文
館
、
一
九
〇
一
年
）
に
も
明
治
一
五
年

（
一
八
八
二
）
三
月
か
ら
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
春

に
か
け
て
、
米
欧
諸
国
お
よ
び
イ
ン
ド
を
漫
遊
し
た
と
述

べ
て
い
る
。

（
㉔
）
外
務
省
外
交
史
料
館
の
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

の
旅
券
下
付
記
録
で
「
二
〇
五
六
九　

服
部
松
旭
、

二
〇
五
七
〇　

同
梅
野マ

マ

、
二
〇
五
七
一　

同
勝
三マ

マ

、

二
〇
五
七
二　

同
ウ
タ
」
の
四
人
の
名
前
を
確
認
し
た

が
、
渡
航
し
た
座
員
は
他
に
も
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、

服
部
ウ
タ
は
、
幼
少
の
天
一
と
と
も
に
越
前
か
ら
阿
波
に

渡
っ
た
海
平
の
次
女
う
た
を
指
す
か
。

（
㉕
）
天
一
が
漫
遊
し
て
い
た
期
間
に
あ
た
る
明
治
一
五
年

（
一
八
八
二
）
一
二
月
一
九
日
の
「
愛
知
新
聞
」
に
「
当

時
大
須
の
真
本
座
に
て
興
行
中
な
る
西
洋
手
品
一
天
松
旭

斎
の
一
座
は
随
分
評
判
も
宜
し
き
様
子
な
る
（
以
下
略
）」

と
の
記
事
が
あ
る
（「
一
天
松
旭
斎
」
と
あ
る
が
「
松
旭

斎
天
一
」
の
誤
り
か
）。
ま
た
、
翌
一
六
年
五
月
三
一
日

の
「
京
都
絵
入
新
聞
」
に
「
下
立
売
黒
門
上
る
町
の
亀
の

家
席
で
頃
日
西
洋
手
品
師
の
松
旭
斎
天
一
（
二マ

十マ

年
）
と

云
ふ
男
が
興
行
中
（
以
下
略
）」
と
の
記
事
も
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
も
、
明
治
一
〇
年
代
の
渡
航
は
疑
問

視
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
㉖
）
海
外
の
ブ
ロ
グ
・
サ
イ
ト
「tum

blr

」
に
「A

dolfo 

Farsari

」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
以
下
に
掲
げ
る
若
き
日
の

天
一
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http://paispapel.

tum
blr.com

/post/73006989/adolfo-farsari

）。
こ
の

写
真
は
『
生
涯
』
一
〇
五
頁
に
掲
載
さ
れ
た
「
御
前
公
演

の
た
め
天
一
が
特
別
注
文
し
た
洋
装
」
写
真
と
類
似
す
る

も
の
で
あ
り
、
大
礼
服
姿
で
サ
ー
ベ
ル
を
手
に
し
た
直

立
の
天
一
が
写
っ
て
い
る
。
原
本
の
所
在
や
投
稿
者
な
ど

詳
細
な
情
報
は
遺
憾
な
が
ら
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く

は
天
一
自
身
の
渡
航
前
に
写
真
だ
け
が
欧
米
に
渡
っ
て
い

た
こ
と
の
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
㉗
）
青
園
の
『
生
涯
』
九
〇
～
九
一
頁
で
「
十
字
刑
の
磔
」
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郷
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研
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五
十
七
巻
二
号

と
し
て
再
現
さ
れ
た
内
容
は
、
こ
の
『
明
治
奇
術
史
』
の

記
載
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
㉘
）
伝
授
本
や
絵
ビ
ラ
を
資
料
と
し
て
、
日
本
伝
統
の
手

品
の
演
目
を
網
羅
的
に
集
成
し
た
河
合
勝
編
『
日
本
奇
術

演
目
事
典
（
日
本
奇
術
博
物
館
叢
書
）』（
日
本
奇
術
博
物

館
、
二
〇
一
一
年
）
に
も
、
こ
の
演
目
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
。

（
㉙
）
松
山
光
伸
『
実
証
・
日
本
の
手
品
史
』（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
一
〇
年
）
一
〇
八
頁
。

（
㉚
）『
舞
台
奇
術
ハ
イ
ラ
イ
ト
』
一
一
四
～
一
一
五
頁
。

（
㉛
）『
奇
術
と
私
』
二
四
頁
。

（
㉜
）「
郵
便
報
知
新
聞
」
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月

六
日
号
。

（
㉝
）「
時
事
新
報
」
明
治
二
一
年(

一
八
八
八)

一
一
月

一
四
日
号
。

（
㉞
）
会
期
二
〇
一
一
年
一
二
月
三
日
～
二
〇
一
二
年
一
月

二
九
日
。『
子
規
の
叔
父
「
加
藤
拓
川
」
が
残
し
た
絵
葉

書
―
明
治
を
生
き
た
外
交
官
の
足
跡
―
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』

（
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）。

（
㉟
）
加
藤
拓
川
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
成
澤
榮
壽
『
伊
藤

博
文
を
激
怒
さ
せ
た
硬
骨
の
外
交
官　

加
藤
拓
川
』（
高

文
研
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
㊱
）
司
馬
遼
太
郎
『
ひ
と
び
と
の
跫
音
（
下
）（
中
公
文
庫
）

改
版
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）
一
七
頁
。

（
㊲
）『
実
証
・
日
本
の
手
品
史
』
一
六
二
～
一
六
三
頁
。

（
㊳
）『
実
証
・
日
本
の
手
品
史
』
一
六
五
頁
に
引
用
。

（
㊴
）
渡
米
し
た
中
井
わ
か
・
か
つ
姉
妹
と
北
島
と
し
が
三

姉
妹
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
コ
ラ
ム 

天
勝
や
天
一
の
渡
米

メ
ン
バ
ー
か
ら
わ
か
っ
て
く
る
こ
と
」（『
実
証
・
日
本
の

手
品
史
』
二
九
二
～
二
九
三
頁
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
㊵
）
リ
バ
プ
ー
ル
の
出
港
記
録
を
調
査
し
た
松
山
氏
は
、

天
一
一
座
の
出
港
時
期
を
一
九
〇
四
年
九
月
二
八
日
と
特

定
し
て
い
る
（『
実
証
・
日
本
の
手
品
史
』
一
六
六
頁
）。

（
㊶
）
こ
の
絵
葉
書
は
『
舞
台
奇
術
ハ
イ
ラ
イ
ト
』
で

は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
日
本
に
送
っ
た
プ
ロ
マ
イ
ド
」

（
一
五
二
頁
）、『
生
涯
』
で
は
「
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
に
載
っ

た
天
一
一
座
の
水
芸
」（
口
絵
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
が
、

久
保
ア
ル
バ
ム
お
よ
び
「
加
藤
拓
川
関
係
文
書
」
よ
り
年

賀
の
絵
葉
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
㊷
）Gail Jarrow

, T
he A

m
azing H

arry K
ellar : 

Great A
m

erican M
agician. (Calkins Creek, 2012), 

34-35, 49

。「
大
阪
毎
日
新
聞
」明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）

九
月
二
五
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
松
旭
斎
天
一
の
談
話
」
に

よ
れ
ば
、
天
一
と
ケ
ラ
ー
は
奇
術
の
交
換
を
し
た
と
い
う
。

天
一
は
「
水
芸
」、
ケ
ラ
ー
は
「
鏡
抜
け
」「
化
物
屋
敷
」

を
提
供
し
た
ら
し
い
。

（
㊸
）「
北
国
新
聞
」
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月
一
八

日
の
記
事
に
「
松
旭
斎
天
一
骨
董
を
愛
し
日
に
二
三
十
の

骨
董
商
を
其
旅
宿
に
集
む
、
室
内
軸
あ
り
香
炉
あ
り
茶
器

あ
り
台
物
あ
り
一
と
し
て
形
の
奇
な
る
も
の
色
の
妙
な
る

も
の
な
ら
ざ
る
な
し
、
彼
は
其
得
意
な
る
奇
術
を
以
て
金

沢
城
下
の
古
奇
物
を
一
攫
し
去
ら
ん
と
す
る
に
は
あ
ら
ざ

る
か
」
と
の
記
事
が
見
ら
れ
、「
読
売
新
聞
」
明
治
四
〇

年
（
一
九
〇
七
）
八
月
一
日
の
記
事
に
は
「
松
旭
斎
天
一

は
本
職
奇
術
の
傍
今
回
洋
行
帰
り
の
子
息
繁
松マ

マ

の
名
義
に

て
日
本
橋
区
薬
研
堀
町
十
九
番
地
に
骨
董
店
を
開
業
す
る

由
」
と
あ
る
。

（
㊹
）「
天
一
先
生
が
ア
メ
リ
カ
で
大
成
功
し
、
多
額
の
収
入

が
あ
っ
た
の
で
、
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
を
何
個
も
買
い
、
そ
れ

を
両
手
の
指
に
嵌
め
て
街
を
歩
く
の
で
、
ア
メ
リ
カ
名
物

の
ホ
ー
ル
ド
・
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
は
、
と
の
警
察
の
配
慮

で
、
天
一
先
生
が
外
出
の
時
は
い
つ
も
ポ
リ
ス
が
つ
い
て

歩
い
た
（
中
略
）
ダ
イ
ヤ
入
り
指
輪
五
、六
個
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
貴
金
属
店
に
持
っ
て
行
き
、
そ
れ
に
金
を
た
し

て
立
派
な
プ
ラ
チ
ナ
台
の
３
カ
ラ
ッ
ト
を
買
い
求
め
、
こ

れ
を
嵌
め
て
歩
く
よ
う
に
し
た
」（『
奇
術
と
私
』
六
一
～

六
二
頁
）。

（
㊺
）『
生
涯
』
口
絵
写
真
。
一
九
〇
四
年
八
月
七
日
付
。

（
㊻
）
松
永
伍
一
『
川
上
音
二
郎
―
近
代
劇
・
破
天
荒
な
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長
野　

松
旭
斎
天
一
の
新
出
写
真
資
料
に
つ
い
て

夜
明
け
（
朝
日
選
書
）』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）

一
六
五
～
一
七
三
頁
。

（
㊼
）『
生
涯
』
一
五
七
～
一
五
八
頁
。

（
㊽
）『
実
証
・
日
本
の
手
品
史
』
一
六
五
～
一
六
六
頁
。

（
㊾
）
一
九
○
四
年
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
博
覧
会
興
行
に

つ
い
て
は
、
天
勝
が
虫
垂
炎
で
入
院
し
た
た
め
、
天
一
一

座
の
代
役
と
し
て
マ
ダ
ム
花
子
一
座
が
出
演
し
た
と
す
る

資
料
が
あ
る
。（
澤
田
助
太
郎
『
プ
チ
ト
・
ア
ナ
コ
―
小

さ
い
花
子
―
』
中
日
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
二
九
～

三
一
頁
）。

（
㊿
）
拙
稿
「
松
旭
斎
天
一
興
行
年
表
」（
藤
山
新
太
郎
『
天

一
一
代
』
二
八
四
～
二
八
七
頁
に
所
収
）
は
、
二
〇
一
二

年
五
月
時
点
で
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
�
）
倉
田
喜
弘
『
海
外
公
演
事
始
（
東
書
選
書
）』（
東
京

書
籍
、
一
九
九
四
年
）、
三
原
文
『
日
本
人
登
場
』、
松
山

光
伸
『
実
証
・
日
本
の
手
品
史
』。

（
�
）
倉
田
喜
弘
編
『
明
治
の
演
芸
（
一
）
～
（
八
）（
演
芸

資
料
選
書
）』（
国
立
劇
場
、
一
九
八
〇
～
一
九
八
七
年
）、

蹉
跎
庵
主
人
編
「
見
世
物
興
行
年
表
」（http://blog.

livedoor.jp/m
isem

ono/

）。

［
謝
辞
］

　

梅
原
章
一
、
河
合
勝
、
久
保
正
夫
、
西
村
英
之
、
正
岡
明
、

松
山
光
伸
の
各
氏
に
は
、
資
料
の
閲
覧
・
借
用
、
情
報
提

供
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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